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4.12 動物 

4.12.1 調査 

１ 調査項目及び調査方法 

１) 調査項目 

調査項目及び調査方法は、表4-12-1に示すとおりである。 

 

表 4-12-1 調査項目及び調査方法 

調査項目 調査時期 調査方法 調査地点 

哺乳類 春季、夏季、 

秋季、冬季 

各１回

・フィールドサイン法 

・トラップ法（春季、秋季） 

・巣箱確認調査 

・直接観察 

 

・対象事業実施区域及び

その周辺200m以内の範囲

 

・対象事業実施区域から

半径 1km 以内の河川敷及

び軻良根古(カラネコ)神

社 

※１km の外側についても

連続性を考慮し追加して

範囲を選択 

鳥類 春季、夏季、 

秋季、冬季、繁殖

期 

各１回

・ラインセンサス法 

・ポイントセンサス法 

・直接観察 

昆虫類 早春、春季、 

初夏、夏季、秋季

各１回

・スウィーピング法 

・ビーティング法 

・ライトトラップ法 

（初夏、夏季、秋季） 

・ベイトトラップ法 

（初夏、夏季、秋季） 

・直接観察 

両生類 早春、春季、 

夏季、秋季 

各１回

・直接観察 

爬虫類 早春、春季、 

夏季、秋季 

各１回

・トラップ法 

（カメトラップ） 

・直接観察 

陸産貝類 春季、初夏、 

夏季、秋季 

各１回

・直接観察 

水生生物 

（魚類・底生動物） 

春季、夏季、 

秋季、冬季 

各１回

・任意採集 

（投網、タモ網等による捕獲） 

・直接観察 

・定量採集 

（底生動物コドラート調査） 

・対象事業実施区域周辺

1km 以内の千曲川 

備考）調査に併せて、聞取り調査を実施した。 

 

２) 調査方法 

(1) 哺乳類 

① フィールドサイン法 

生活痕（足跡、糞、食痕など）により確認するフィールドサイン調

査を行った。 

また、バットディテクターを用いたコウモリ類の調査及び無人撮影

カメラを用いた個体撮影を行った。 

 

 無人撮影カメラ 
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② トラップ法 

小型哺乳類を対象にトラップによる捕獲を実施した。捕獲にはシ

ャーマントラップを設置し、一晩放置した後に回収した。トラップ

は調査範囲内の代表的環境である河川敷や耕作地付近等の７地点

に、各20個設置した。 

 

 

③ 巣箱確認調査 

樹上性哺乳類を対象に巣箱調査を実施した。巣箱は調査範囲内の

樹木５地点に各１個設置した。 

 

 

④ 直接観察 

個体の目撃等については、目視確認として記録した。 

 

 

(2) 鳥類 

① ラインセンサス法 

調査範囲内の道路等を利用してルートを設定し、そのルートを時速約２km程度で歩き、

ルート両側に出現した鳥類の種類と各種毎の個体数を調査した。観察巾は50mに限定せず、

個体の重複観察を避けながら、できるだけ多くの情報を得るようにした。 

踏査ルートは調査範囲の代表的環境である河川敷、耕作地付近等の４ルートを設定した。 

ルート１は千曲川左岸の堤防をしなの鉄道鉄橋付近から西横田運動場付近まで歩くルー

トで、進行方向右側に河川敷や草地、左側に市街地がある。 

ルート２は千曲川左岸の堤防を軻良根古(カラネコ)神社付近から聖川合流地点付近まで

歩くルートで、両側に農耕地や草地がある。 

ルート３は対象事業実施区域から千曲川右岸の堤防を国道18号篠ノ井橋付近まで歩く

ルートで、両側に農耕地や草地がある。 

ルート４は千曲川右岸の堤防を長野自動車道千曲川橋より約400ｍ上流付近から長野自動

車道千曲川橋付近まで歩くルートで、進行方向右側に工業用地、左側に河川敷や草地がある。 

 

② ポイントセンサス法 

調査範囲内の見通しの良い場所に定点を設け、一定時間観察し、出現した鳥類の種類と種

類毎の個体数を調査した。調査地点は調査範囲内の代表的な環境が網羅できるよう13地点を

設定し、各30分観察を行った。 

 

③ 直接観察 

上記調査以外で確認した鳥類を記録した。 

シャーマントラップ 

巣箱 
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(3) 昆虫類 

① スウィーピング法 

調査範囲内を任意に踏査し、目撃した昆虫類を採集する見つけ採り

法の他、捕虫網で草本類に生息している種を草ごと掬い取るスウィー

ピング法を実施した。 

 

 

 

② ビーティング法 

木本類の枝などに生息している種を棒でマットに叩き落すビーティング法を実施した。 

 

③ ライトトラップ法 

調査範囲内に夜間、ブラックライト及び蛍光灯を点灯させ、走光性

を持つ夜行性昆虫類を採集した。本調査では、白い布に光を投影させ、

リアルタイムに昆虫を採集するカーテン式を実施した。調査範囲内の

代表的環境である、河川敷と耕作地の２地点で実施した。 

 

 

 

④ ベイトトラップ法 

調査範囲内の地中に誘引餌を入れた紙コップを埋め、その中に落

下する昆虫類を採集した。オサムシ類やシデムシ類等の地上徘徊性

昆虫を対象とした。今回は調査範囲内の代表的な環境である、河川

敷、耕作地付近等の７地点に各10個設置し、一晩放置した後に回収

した。誘引餌には乳酸飲料に蛹粉を加えたものを用い、哺乳類によ

る被害を防止するために唐辛子を添加した。 

 

⑤ 直接観察 

チョウ類、トンボ類等現地での同定が容易で、かつ採集しにくい種については目視確認と

して記録した。 

 

(4) 両生類 

① 直接観察 

調査範囲内を任意に踏査し、捕獲、目視、鳴き声等により両生類の確認を行った。 

 

スウィーピング 

ライトトラップ 

ベイトトラップ 
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(5) 爬虫類 

① トラップ法（カメトラップ） 

調査範囲内の２地点に各１個、誘引餌を入れたカメトラップを設置し、一晩放置した後に

回収した。 

 

② 直接観察 

調査範囲内を任意に踏査し、目視、脱皮殻等により、爬虫類の確認を行った。 

 

(6) 陸産貝類 

① 直接観察 

調査範囲内を任意に踏査し、捕獲、目視等により陸産貝類の確認を行った。 

 

(7) 水生生物 

① 魚 類 

・ 任意採集 

調査範囲内の水辺において、投網、サデ網、タモ網、セルビン等を

用いて捕獲調査を行った。 

 

・ 直接観察 

河川内で目視かつ同定ができた魚類を記録した。 

 

② 底生動物 

・ 定量採集 

調査範囲内の河川の砂礫部において、サーバーネット（目合0.5mm、50cm×50cm）による

採集を行った。また、同時に水生昆虫も採集した。採集した底生動物は、採集地点別にエタ

ノールで固定し、室内において同定を行った。 

 

セルビン 
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３) 注目すべき種の選定基準 

動物の注目すべき種の選定については、表4-12-2に示す選定基準に基づいて行った。 

 

表 4-12-2 注目すべき動物種の選定基準 

選定基準となる法律・文献など 

Ⅰ 
「文化財保護法」（昭和 25 年 5月 30 日法律第 214 号）に示されている種  

・特別天然記念物（特天）・天然記念物（天） 

Ⅱ 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」 

（平成 4年 6 月 5日法律第 75 号）に示されている種 

・国内希少野生動植物（国内）・国際希少野生動植物（国際） 

・緊急指定種（緊急）・生息地等保護区（生息） 

Ⅲ 

「環境省レッドリスト」（環境省 2012 年※）の掲載種 

・絶滅（EX）・野生絶滅（EW）・絶滅危惧ⅠA類（CR）・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU）・準絶滅危惧（NT）・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群（LP） 

Ⅳ 

「長野県版レッドデータブック－長野県の絶滅のおそれのある野生生物－動物

編」（2004 年長野県）の掲載種 

・絶滅（EX）・野生絶滅（EW）・絶滅危惧ⅠA類（CR）・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU）・準絶滅危惧（NT）・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群（LP）・留意種（N） 

Ⅴ 

「千曲市版レッドデータブック」（2011 年千曲市）の掲載種 

・絶滅（EX）・野生絶滅（EW）・絶滅危惧ⅠA類（CR）・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU）・準絶滅危惧（NT）・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群（LP）・留意種（N） 

Ⅵ 

「大切にしたい長野市の自然」（2013 年長野市）の掲載種 

・身近な減少種（減少極めて著しい）（N1）・身近な減少種（減少著しい）（N2） 

・身近な減少種（減少）（N3）・注目種（近年生息を確認できない種）（N4） 

・注目種（今後の減少が予測される種）（N5） 

備考）※汽水・淡水魚類は 2013 年 

 

２ 調査地域及び調査地点 

動物の調査範囲図は図4-12-1に、調査地点図は図4-12-2(1)～(6)に示すとおりである。 

調査範囲については、対象事業実施区域及びその周辺200ｍ以内の範囲、並びに１km以内の千

曲川河川敷及び軻良根古(カラネコ)神社を調査範囲とした。なお、半径１km以外の河川敷につい

ても連続性を考慮し追加して調査を実施した。 
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対象事業実施区域 

市境 

凡 例 Ｎ

 
0 250m 500m 1km 

調査範囲

長野市 

千曲市 

図 4-12-1 調査範囲図 

この地図は、25,000 分の１「千曲市」（平成 20 年８月 千曲市）、国土地

理院 25,000 分の１「信濃松代」(平成 15 年５月)、「稲荷山」(平成 14 年

６月)を使用したものである。 
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図 4-12-2(1) 哺乳類（フィールドサイン法、トラップ法）調査地点図 

この地図は、10,000 分の１「千曲市№1」（平成 20 年８月 千曲市）、

「長野市 19-8」(平成 20 年５月 長野市)に加筆したものである。

バットディテクター（２地点） 

St.1

St.2

St.4（千曲川） 

St.5（千曲川）

St.6（千曲川）

シャーマントラップ（７地点）、無人撮影カメラ（６地点（St.7 を除く）） 

St.7(千曲川) 

St.1(聖川)

St.2(千曲川) 

St.3（千曲川）
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図 4-12-2(2) 哺乳類（巣箱確認調査）調査地点図 

St.3（千曲川） 

St.4（千曲川）

St.5（千曲川）

巣箱設置箇所（５地点） 

St.1(聖川)
St.2（千曲川）
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図 4-12-2(3) 鳥類調査地点図 

St.7

ラインセンサス調査ルート（4ルート） 

St.1

St.3 

St.9

St.11 

St.2(神社付近) 

St.4 

St.5St.6

St.8 

St.10 

St.12 

St.13 

R1 

R2 

R4 

ポイントセンサス調査地点（13 地点） 

R3

この地図は、10,000 分の１「千曲市№1」（平成 20 年８月 千曲市）、

「長野市 19-8」(平成 20 年５月 長野市)に加筆したものである。
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図 4-12-2(4) 昆虫類（トラップ法）調査地点図 

St.6 

St.7 

St.3

ベイトトラップ調査地点（７地点） 

St.1 

St.2 

ライトトラップ調査地点（２地点） 

St.4

St.5

St.1

St.2

この地図は、10,000 分の１「千曲市№1」（平成 20 年８月 千曲市）、

「長野市 19-8」(平成 20 年５月 長野市)に加筆したものである。
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図 4-12-2(5) 爬虫類（カメトラップ）設置地点図 

St.2（上流） 

カメトラップ設置地点（２地点） 

St.1（下流）

この地図は、10,000 分の１「千曲市№1」（平成 20 年８月 千曲市）、

「長野市 19-8」(平成 20 年５月 長野市)に加筆したものである。
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図 4-12-2(6) 水生生物（魚類・底生動物）調査地点図 

St.2 

St.3（上流） 

St.1（下流）

水生生物調査地点 

この地図は、10,000 分の１「千曲市№1」（平成 20 年８月 千曲市）、

「長野市 19-8」(平成 20 年５月 長野市)に加筆したものである。
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３ 調査期間 

現地調査は、表4-12-3に示す期間に実施した。 

表 4-12-3 調査期間 

調査項目 調査期間 

①哺乳類  

平成 24 年 10 月 31 日（水）～11 月 ２日（金）（３日間：罠設置、回収、ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、直接観察） 

平成 24 年 ９月 27 日（木）        （１日間：ﾊﾞｯﾄﾃﾞｨﾃｸﾀｰ） 

平成 25 年 １月 29 日（火）～１月 30 日（水）、２月１日（金）（３日間：ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、直接観察） 

平成 25 年 ４月 22 日（月）～４月 24 日（水）（３日間：ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、直接観察） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～５月 16 日（木）（３日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～５月 17 日（金）（４日間：ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、直接観察） 

平成 25 年 ６月 ５日（水）        （１日間：ﾊﾞｯﾄﾃﾞｨﾃｸﾀｰ） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～６月 ６日（木）（３日間：ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、直接観察） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）        （１日間：ﾊﾞｯﾄﾃﾞｨﾃｸﾀｰ） 

②鳥 類 

平成 24 年 10 月 31 日（水）～11 月 １日（木）（２日間：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ、ﾎﾟｲﾝﾄｾﾝｻｽ） 

平成 25 年 １月 29 日（火）～ １月 30 日（水）（２日間：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ、ﾎﾟｲﾝﾄｾﾝｻｽ） 

平成 25 年 ４月 22 日（月）～ ４月 23 日（火）（２日間：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ、ﾎﾟｲﾝﾄｾﾝｻｽ） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～ ６月 ６日（木）（３日間：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ、ﾎﾟｲﾝﾄｾﾝｻｽ） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～ ７月 24 日（水）（３日間：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ、ﾎﾟｲﾝﾄｾﾝｻｽ） 

③昆虫類 

平成 24 年 ９月 27 日（木）         （１日間：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ） 

平成 24 年 ９月 26 日（水）～ ９月 27 日（木）（２日間：罠設置、回収） 

平成 24 年 ９月 26 日（水）～ ９月 28 日（金）（３日間：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法、ﾋﾞｰﾃｨﾝｸﾞ法、直接観察） 

平成 25 年 ４月 22 日（月）～ ４月 24 日（水）（３日間：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法、ﾋﾞｰﾃｨﾝｸﾞ法、直接観察） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～ ５月 17 日（金）（４日間：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法、ﾋﾞｰﾃｨﾝｸﾞ法、直接観察） 

平成 25 年 ６月 ５日（水）         （１日間：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～ ６月 ５日（水）（２日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～ ６月 ６日（木）（３日間：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法、ﾋﾞｰﾃｨﾝｸﾞ法、直接観察） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）         （１日間：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～ ７月 23 日（火）（２日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～ ７月 25 日（木）（４日間：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法、ﾋﾞｰﾃｲﾝｸﾞ法、直接観察） 

④両生類 

平成 24 年 ９月 26 日（水）～ ９月 28 日（金）（３日間：直接観察） 

平成 25 年 ４月 22 日（月）～ ４月 24 日（水）（３日間：直接観察） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～ ５月 17 日（金）（４日間：直接観察） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～ ６月 ６日（木）（３日間：直接観察） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～ ７月 25 日（木）（４日間：直接観察） 

⑤爬虫類 

平成 24 年 ９月 26 日（水）～９月 28 日（金）（３日間：罠設置、回収、直接観察） 

平成 25 年 ４月 22 日（月）～４月 24 日（水）（３日間：罠設置、回収、直接観察） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～５月 16 日（木）（３日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～５月 17 日（金）（４日間：直接観察） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～６月 ６日（木）（３日間：直接観察） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～７月 24 日（水）（３日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～７月 25 日（木）（４日間：直接観察） 

⑥魚類 

平成 24 年 10 月 31 日（水）～11 月 ２日（金）（３日間：罠設置、回収） 

平成 24 年 11 月 ２日（金）        （１日間：任意採集） 

平成 25 年 １月 29 日（火）～１月 31 日（木）（３日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 １月 30 日（水）～１月 31 日（木）（２日間：任意採集） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）        （１日間：任意採集） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～５月 16 日（木）（３日間：罠設置、回収） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）             （１日間：任意採集） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～７月 24 日（水）（３日間：罠設置、回収） 

⑦陸産貝類 

平成 24 年 10 月 31 日（水）～11 月 ２日（金）（３日間：直接観察） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）～５月 17 日（金）（４日間：直接観察） 

平成 25 年 ６月 ４日（火）～６月 ６日（木）（３日間：直接観察） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～７月 25 日（木）（４日間：直接観察） 

⑧底生動物 

平成 24 年 11 月 ２日（金）        （１日間：定量採集） 

平成 25 年 １月 29 日（火）～１月 31 日（木）（３日間：定量採集） 

平成 25 年 ５月 14 日（火）        （１日間：定量採集） 

平成 25 年 ７月 22 日（月）～７月 24 日（水）（２日間：定量採集） 
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４ 調査結果 

１) 現地調査 

(1) 哺乳類 

① 確認種 

哺乳類確認種一覧は表4-12-4に示すとおりである。 

哺乳類調査の結果、秋季調査では３目５科５種、冬季調査では４目５科６種、春季調査で

は４目６科８種、夏季調査では２目４科５種、合計５目８科10種が確認された。なお、表中

の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区

域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-4 哺乳類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

トガリネズミ目 モグラ科 アズマモグラ  ○ ○     ○ ○ 

コウモリ目 アブラコウモリ科 アブラコウモリ科の一種 ○  ●○ ●○ ● ○   

  ヒナコウモリ科 ヒナコウモリ科の一種    ●○ ● ○   

ネズミ目 ネズミ科 アカネズミ ○ ○ ○     ○   

    ネズミ科の一種   ○     ○   

ネコ目 イヌ科 ホンドタヌキ ○ ○ ○ ○   ○   

    ホンドキツネ  ○ ○ ○   ○   

  イタチ科 ニホンイタチ ●○ ○ ○ ○ ● ○   

  ジャコウネコ科 ハクビシン ○  ○     ○   

ウシ目 シカ科 ニホンジカ  ○     ○   

5 目 8 科 10 種 5 種 6 種 8 種 5 種 3 種 10 種 1 種 

 

 

② 注目すべき種 

注目すべき哺乳類一覧は表4-12-5に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき哺乳類は、１目１科１種であった。 

 

表 4-12-5 注目すべき哺乳類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

トガリネズミ目 モグラ科 アズマモグラ     N  ○ 

1 目 1 科 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 0 種 1 種 

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 
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(2) 鳥類 

① 確認種 

鳥類確認種一覧は表4-12-6(1),(2)に示すとおりである。 

鳥類調査の結果、秋季調査では12目23科37種、冬季調査では10目21科39種、春季調査では

12目27科41種、繁殖期調査では11目22科31種、夏季調査では10目22科30種、合計14目31科58

種が確認された。なお、表中の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査

範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示し、｢△｣は調査範囲の外で確認した種を

示す。 

 

表 4-12-6(1)  鳥類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 繁殖 夏 全季 注目種

キジ目 キジ科 キジ ○  ○ ○    ○     

カモ目 カモ科 オシドリ   ○ ○    ○    ○ 

マガモ ○ ○ ○ ○    ○     

カルガモ ○ ○ ○ ○ ○   ○     

コガモ ○ ○ ○     ○     

カワアイサ  ○      ○     

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ ○ ○ ○     ○    ○ 

ハト目 ハト科 キジバト ●○ ●○ ○△ ●○ ●○ ● ○ △   

カツオドリ目 ウ科 カワウ ○ ○ ○ ○ ○   ○     

ペリカン目 サギ科 ゴイサギ    ○ ○   ○     

アオサギ ○ ○ ● ○ ○ ● ○     

ダイサギ ○ ○   ○   ○     

カッコウ目 カッコウ科 カッコウ    ○ ○   ○     

アマツバメ目 アマツバメ科 アマツバメ   ○△ ○    ○ △   

チドリ目 チドリ科 イカルチドリ ○ ○ ○ ○ ○   ○    ○ 

コチドリ    ○    ○    ○ 

シギ科 イソシギ  ○ ○ ○ ○   ○     

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ ○ ○      ○    ○ 

タカ科 ハチクマ    ○    ○    ○ 

トビ ○ ○ ○  ○   ○     

オオタカ △ ○ ○△  ○   ○ △ ○△

ノスリ ○△ ○ ○△     ○ △ ○△

ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ ○       ○    ○ 

ヤマセミ   ○  ○   ○    ○ 

キツツキ目 キツツキ科 アカゲラ △ ○      ○ △   

ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ ○ △ ○△ ●○ ○ ● ○ △ ●○△

ハヤブサ  ○△   △   ○ △  ○△
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表 4-12-6(2)  鳥類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 繁殖 夏 全季 注目種

スズメ目 モズ科 モズ ●○△ ●○ ○ ○ ○ ● ○ △  

 カラス科 オナガ ○△ ○ ○△ ○ ○△   ○ △ ○△

 ハシボソガラス ●○△ ●○ ●○△ ●○ ●○△ ● ○ △  

 ハシブトガラス ●○△ ●○△ ○ ○ ○△ ● ○ △  

 シジュウカラ科 ヤマガラ ○       ○    

 シジュウカラ ○△ ○ ●○ ○ ○△ ● ○ △  

 ツバメ科 ツバメ   ○ ○ ○   ○    

 イワツバメ   ●○ ○  ● ○    

 ヒヨドリ科 ヒヨドリ ●○△ ●○△ ●○△ ●○ ○△ ● ○ △  

 ウグイス科 ウグイス   ○△  ○   ○ △  

 エナガ科 エナガ   ○     ○    

 メジロ科 メジロ △  △       △  

 ヨシキリ科 オオヨシキリ    ○ ○   ○    

 レンジャク科 ヒレンジャク   ○     ○   ○ 

 ムクドリ科 ムクドリ ●○△ ○△ ●○△ ●○△ ●○ ● ○ △  

 コムクドリ   ○ ○    ○    

 ヒタキ科 ツグミ ○ ○△ ●○△   ● ○ △  

 ジョウビタキ ●○△ ○    ● ○ △  

 ノビタキ   ○     ○   ○ 

 スズメ科 スズメ ●○ ●○△ ●○△ ●○△ ●○△ ● ○ △  

 セキレイ科 キセキレイ ○ ○   ○   ○    

 ハクセキレイ ●○ ○ ○ ○ ○ ● ○    

 セグロセキレイ ○ ○△ ●○ ○ ○ ● ○ △  

 アトリ科 アトリ ○ ○      ○    

 カワラヒワ ●○△ ○ ●○ ●○ ○ ● ○ △  

 マヒワ  ○ ○     ○    

 ベニマシコ  ○      ○    

 シメ ●○△ ●○△ ○   ● ○ △  

 ホオジロ科 ホオジロ ○ ○ ○ ○ ○   ○    

 カシラダカ ○ ●○    ● ○    

 アオジ  ○ ○     ○    

14 目 31 科 58 種 37 種 39 種 41 種 31 種 30 種 18 種 57 種 22 種 15 種
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a ポイントセンサス 

５季のポイントセンサス調査結果は表4-12-7(1),(2)に示すとおりである。 

St.３の確認種数が最多の35種であった。St.３は千曲川に近い地点であり、水域を好む鳥

類が多く確認されており、注目すべき種の確認数も多かった。市街地に近いSt.６，９は確

認種が少ない結果となった。なお、各季の調査結果は、資料編  PⅠ資7-1～5参照。 

 

表 4-12-7(1)  ポイントセンサス調査結果 

種名 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10 St.11 St.12 St.13

キジ ○ ○ ○ ○   ○ ○  ○   ○ ○ 

オシドリ ○   ○              

マガモ ○      ○       ○   ○ 

カルガモ   ○ ○ ○ ○  ○ ○    ○   ○ 

コガモ ○      ○           ○ 

カイツブリ ○ ○ ○         ○    

キジバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●○ ○ ○ ○ ○ 

カワウ ○   ○ ○ ○  ○     ○ ○ ○ 

ゴイサギ ○   ○             ○ 

アオサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○   ○ 

ダイサギ   ○ ○  ○       ○    

カッコウ   ○ ○   ○ ○  ○        ○ 

アマツバメ ○ ○△ ○       ○     ○ 

イカルチドリ ○   ○  ○       ○    

コチドリ ○             ○    

イソシギ ○ ○ ○  ○       ○    

ミサゴ ○       ○ ○          

ハチクマ     ○              

トビ   ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○△   ○ ○ 

オオタカ ○               ○△  

ノスリ ○   ○   ○△    ○ ○   ○△

ヤマセミ        ○       ○    

アカゲラ        ○            

チョウゲンボウ ○△ ○   ○    ○ ●○     ○△  

ハヤブサ       △            △ 

モズ △ ○△ ○ ○  ○ ○ ○ ●○ ○ ○ ○ ○ 

オナガ     ○ ○△ ○   ○    ○ ○ △ 

ハシボソガラス ○△ ○△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●○ ○△ ○ ○△ ○ 

ハシブトガラス ○△ ○ ○ ○ ○△ ○ ○ ○ ●○ ○   ○ ○△

ヤマガラ            ○        

シジュウカラ   ○ ○ ○ ○△  ○ ○ ○ ○ ○   ○△

ツバメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

イワツバメ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ●○ ○ ○ ○ ○ 

ヒヨドリ ○ ○△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●○ ○△ ○ ○△ ○ 
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表 4-12-7(2)  ポイントセンサス調査結果 

種名 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10 St.11 St.12 St.13

ウグイス        △  ○ ○        ○ 

エナガ                 ○  

メジロ        △            

オオヨシキリ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

ヒレンジャク                 ○  

ムクドリ ○ ○△ ○ ○ ○ ○△ ○ ○ ● ○△ ○ ○ ○ 

コムクドリ                 ○  

ツグミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   ○△

ジョウビタキ ○ ○      ○  ●   ○   ○ 

ノビタキ     ○              

スズメ ○ ○△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○△ ○ ○ ○ 

キセキレイ       ○    ○         

ハクセキレイ ○ ○ ○   ○ ○  ●○   ○   ○ 

セグロセキレイ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ●   ○ △  

アトリ   ○ ○  ○ ○        ○ ○ 

カワラヒワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○   ○ ○△

マヒワ ○ ○                

ベニマシコ        ○            

シメ   ○△ ○ ○   ○  ●○ ○   ○ ○ 

ホオジロ ○ ○ ○  ○ ○    ○   ○ ○ 

カシラダカ   ○       ○ ●○     ○ ○ 

アオジ ○   ○              

56 種 34 種 31 種 35 種 22 種 31 種 19 種 22 種 23 種 18 種 20 種 26 種 25 種 33 種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4-12-19 

 

b ラインセンサス 

ア ルート１ 

ラインセンサス調査結果は表4-12-8(1),(2)に示すとおりである。 

秋季調査では17種、冬季調査では22種、春季調査では22種、繁殖期調査では15種、夏季調

査では14種、５季合わせて40種が確認され、全ルートで確認種数が最も多かった。 

 

表 4-12-8(1) ラインセンサス調査結果 ルート１ 

種名 

秋季 冬季 春季 繁殖期 夏季 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

キジ 1 1     1 1 1 1     

マガモ         1 2         

カルガモ         1 2     1 2 

コガモ     1 37 1 2         

カイツブリ     1 2             

キジバト 1 1 2 14 1 2 1 3 2 2 

カワウ     1 1         1 1 

ゴイサギ             1 1     

アオサギ 1 1         3 3 1 1 

ダイサギ 1 1 1 1             

カッコウ             1 1 1 1 

アマツバメ         1 6         

イカルチドリ     1 3             

イソシギ         1 1         

オオタカ     1 1         1 1 

カワセミ 1 1                 

モズ 1 1 1 1 1 1 1 1     

オナガ 2 7 1 21 1 12     1 6 

ハシボソガラス         1 1 2 7     

ハシブトガラス     2 2         1 1 

シジュウカラ     2 6 1 2         

ツバメ         1 2     2 2 

イワツバメ         1 14 1 2     

ヒヨドリ 2 10 2 32 1 2     1 2 

オオヨシキリ             8 12 1 1 

ヒレンジャク         1 12         

ムクドリ 1 8 1 4000※ 1 2 4 54 5 80 

コムクドリ         2 8 2 2     

ツグミ     1 2             

備考）※ムクドリは群れで飛翔するおおよその個体数を目視にて確認した。 
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表 4-12-8(2) ラインセンサス調査結果 ルート１ 

種名 

秋季 冬季 春季 繁殖期 夏季 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

ジョウビタキ 1 1 1 1             

スズメ 1 4 1 41 2 4 7 22 1 400※ 

キセキレイ 1 1 1 1             

ハクセキレイ 1 1     1 1         

セグロセキレイ 1 1 1 2     1 1     

カワラヒワ 1 1 1 2 1 1 1 2     

マヒワ         1 8         

シメ 1 12                 

ホオジロ 1 2 4 18 1 1 2 2 1 1 

カシラダカ     1 6             

アオジ     1 4             

40 種 19 回 54 個体 29 回 4198 個体 24 回 87 個体 36 回 114 個体 20 回 501 個体

備考）※スズメは群れで飛翔するおおよその個体数を目視にて確認した。 
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イ ルート２ 

ラインセンサス調査結果は表4-12-9に示すとおりである。 

秋季調査では14種、冬季調査では14種、春季調査では14種、繁殖期調査では11種、夏季調

査では８種、５季合わせて27種が確認された。 

 

表 4-12-9 ラインセンサス調査結果 ルート２ 

種名 

秋季 冬季 春季 繁殖期 夏季 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

キジ         1 2 1 1     

カルガモ 1 2         1 1     

キジバト     1 9 3 8 3 6 1 2 

カワウ     1 1             

アオサギ                 1 1 

オオタカ 1 1                 

アカゲラ 1 1                 

チョウゲンボウ 1 1                 

モズ 1 1               

オナガ     1 6 1 2         

ハシボソガラス 1 1 1 2 1 2 1 1     

ハシブトガラス 1 2 1 6 1 1 1 1     

シジュウカラ     1 2             

ツバメ             2 2 1 2 

イワツバメ         1 4         

ヒヨドリ 2 6 2 3 2 19         

メジロ         1 2         

オオヨシキリ             4 7 3 4 

ムクドリ 2 36 1 8 2 9 2 6 2 7 

ツグミ     1 7 1 2         

ジョウビタキ 1 1 1 1             

スズメ 1 2 1 20 2 6 4 8 4 17 

ハクセキレイ     1 2             

アトリ     1 28             

カワラヒワ 1 8     2 4 2 4 4 8 

シメ 1 6 1 1 1 1         

ホオジロ 1 1     1 1 1 1 1 1 

27 種 16 回 69 個体 15 回 96 個体 20 回 63 個体 22 回 38 個体 17 回 42 個体
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ウ ルート３ 

ラインセンサス調査結果は表4-12-10に示すとおりである。 

秋季調査では９種、冬季調査では12種、春季調査では11種、繁殖期調査では12種、夏季調

査では９種、５季合わせて23種が確認された。 

 

表 4-12-10 ラインセンサス調査結果 ルート３ 

種名 

秋季 冬季 春季 繁殖期 夏季 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

キジ     1 1 1 1   

キジバト 1 2 2 6   3 3 5 7 

アオサギ     1 1 1 1   

カッコウ       1 1   

トビ 1 1         

ハヤブサ   1 1       

モズ     1 1     

オナガ 1 1         

ハシボソガラス     1 2 3 4 1 2 

ハシブトガラス 1 4 2 6     1 3 

ヤマガラ 1 1         

シジュウカラ 1 2   1 1 1 1 2 3 

ヒヨドリ 2 4 2 10 3 8 1 1 1 1 

オオヨシキリ       2 2   

ムクドリ 1 11 2 1000※ 1 8 3 9 7 97 

ツグミ   2 4 8 27     

ジョウビタキ 1 1 1 1       

スズメ   2 34 6 13 7 17 4 10 

ハクセキレイ         1 1 

セグロセキレイ   2 7 1 1 1 1   

カワラヒワ   2 8 1 1 1 1 2 3 

マヒワ   1 40       

ホオジロ   1 1       

23 種 10 回 27 個体 20 回 1118 個体 25 回 64 個体 25 回 42 個体 24 回 127 個体

備考）※ムクドリは群れで飛翔するおおよその個体数を目視にて確認した。 
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エ ルート４ 

ラインセンサス調査結果は表4-12-11に示すとおりである。 

秋季調査では８種、冬季調査では12種、春季調査では11種、繁殖期調査では13種、夏季調

査では11種、５季合わせて29種が確認された。 

 

表 4-12-11 ラインセンサス調査結果 ルート４ 

種名 

秋季 冬季 春季 繁殖期 夏季 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

出現 

回数 

個体 

総数 

キジ         1 1 2 2     

マガモ             1 4     

カルガモ 1 17                 

コガモ 1 2                 

カワアイサ     1 3             

カイツブリ 1 1                 

キジバト 1 2     1 1 2 2     

カワウ         2 8         

アオサギ             1 1     

カッコウ             1 2 1 1 

ヤマセミ         1 1     1 1 

ハシボソガラス         1 2 1 3 2 4 

ハシブトガラス     2 4 1 2         

シジュウカラ     1 2         1 2 

ツバメ                 1 1 

イワツバメ         1 4 2 6     

ヒヨドリ 3 6 4 10 1 6         

ウグイス                 1 1 

オオヨシキリ             6 11 3 4 

ムクドリ         1 6 3 10 1 2 

ツグミ     1 2             

スズメ 1 5 2 8 2 4 4 47 4 8 

セグロセキレイ 1 2 1 1     1 1     

アトリ     1 32             

カワラヒワ             1 3 2 4 

ベニマシコ     1 1             

シメ 1 2 1 1 1 1         

ホオジロ     2 6     1 2 1 1 

アオジ     1 2             

29 種 10 回 37 個体 18 回 72 個体 13 回 36 個体 26 回 94 個体 18 回 29 個体
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② 注目すべき種 

注目すべき鳥類一覧は表4-12-12に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき鳥類は、７目９科15種であった。なお、

表中の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実

施区域外で確認した種を示し、｢△｣は調査範囲の外を示す。 

 

表 4-12-12 注目すべき鳥類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

カモ目 カモ科 オシドリ   DD   N3   ○  

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ      N2   ○  

チドリ目 チドリ科 イカルチドリ    NT NT N3   ○  

コチドリ    NT NT N2   ○  

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ   NT N N N3   ○  

タカ科 ハチクマ   NT VU VU N2   ○  

オオタカ  国内 NT VU VU N3   ○ △

ノスリ    NT N N3   ○ △

ブッポウソウ

目 

カワセミ科 カワセミ     NT N3   ○  

ヤマセミ    NT VU N1   ○  

ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ    N N N3 ● ○ △

ハヤブサ  国内 VU N N N2   ○ △

スズメ目 カラス科 オナガ      N3   ○ △

 レンジャク科 ヒレンジャク      N3  ○  

 ヒタキ科 ノビタキ      N3   ○  

7 目 9 科 15 種 0 種 2 種 5種 9種 10 種 15 種 1 種 15 種 5 種

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

 

 



4-12-25 

 

(3) 昆虫類 

① 確認種 

陸生昆虫類及び水生昆虫類の目別科種数は4-12-13(1),(2)に示すとおりである。 

調査の結果、陸生昆虫類は13目96科319種が確認された。また、水生昆虫類は７目22科55

種が確認された。 

 

表 4-12-13(1) 陸生昆虫類の目別科種数 

目名 科数 種数 

カゲロウ目 1 1

トンボ目 5 13

ゴキブリ目 1 2

カマキリ目 1 1

バッタ目 6 19

ハサミムシ目 3 4

カメムシ目 20 48

アミメカゲロウ目 1 1

コウチュウ目 24 132

ハチ目 11 28

ハエ目 7 12

トビケラ目 2 4

チョウ目 14 54

13 目 96 科 319 種 

 

表 4-12-13(2) 水生昆虫類の目別科種数 

目名 科数 種数 

カゲロウ目 6 19

トンボ目 4 8

カワゲラ目 1 1

カメムシ目 2 4

トビケラ目 6 11

ハエ目 3 10

コウチュウ目 1 2

7 目 23 科 55 種 

 

a 陸生昆虫類 

陸生昆虫類確認種一覧は表4-12-14(1)～(8)に示すとおりである。 

陸生昆虫類調査の結果、秋季調査では10目51科127種、春季調査では12目51科87種、夏季

調査では11目68科218種が確認された。また、冬季調査では陸生昆虫類の調査は行わなかっ

たが、他の調査時に２目２科２種が確認され、合計13目96科319種が確認された。なお、表

中の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施

区域外で確認した種を示す。 
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表 4-12-14(1) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

ｶｹﾞﾛｳ目 － ｶｹﾞﾛｳ目の一種 ●○  ●○ ●○ ● ○   

ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○      ○ ○ 

    ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○   ○   ○ ○ 

  ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ ○   ●○ ● ○ ●○ 

    ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ    ○   ○ ○ 

  ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾐﾔﾏｻﾅｴ    ○   ○ ○ 

    ｵﾅｶﾞｻﾅｴ    ○   ○   

  ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ○      ○ ○ 

  ﾄﾝﾎﾞ科 ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ    ○   ○   

    ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○   ○   ○   

    ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ ●○    ● ○   

    ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ    ○   ○   

    ｱｷｱｶﾈ ●○    ● ○   

    ﾐﾔﾏｱｶﾈ ○      ○   

ｺﾞｷﾌﾞﾘ目 ｺﾞｷﾌﾞﾘ科 ｸﾛｺﾞｷﾌﾞﾘ   ○    ○   

    ﾔﾏﾄｺﾞｷﾌﾞﾘ    ○   ○   

ｶﾏｷﾘ目 ｶﾏｷﾘ科 ｵｵｶﾏｷﾘ  ○ ○    ○   

ﾊﾞｯﾀ目 ｺｵﾛｷﾞ科 ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ ○      ○   

    ｼﾊﾞｽｽﾞ ○      ○   

    ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ ○      ○   

    ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ ●○    ● ○   

    
ｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ属の一

種 
○      ○   

  ｶﾝﾀﾝ科 ｶﾝﾀﾝ ○      ○   

  ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ｺﾊﾞﾈﾋﾒｷﾞｽ    ○   ○   

    ｷﾘｷﾞﾘｽ    ●○ ● ○   

    ﾋﾒｷﾞｽ    ○   ○   

    ｷﾘｷﾞﾘｽ科の一種   ○ ○   ○   

  
ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ

科 
ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ●   ○ ● ○   

  ﾊﾞｯﾀ科 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ ○   ●○ ● ○   

    ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ ●○   ● ● ○   

    ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ ○      ○   

    ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ ○      ○   

    ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ    ● ●     

    ﾋﾅﾊﾞｯﾀ属の一種    ○   ○   

  ﾋｼﾊﾞｯﾀ科 ﾔｾﾋｼﾊﾞｯﾀ ○      ○   

    ﾋｼﾊﾞｯﾀ科の一種   ●○  ● ○   

ﾊｻﾐﾑｼ目 ﾊｻﾐﾑｼ科 ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ ○  ●○ ● ● ○   

    ﾊｻﾐﾑｼ科の一種   ○    ○   
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表 4-12-14(2) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

ﾊｻﾐﾑｼ目 ｵｵﾊｻﾐﾑｼ科 ｵｵﾊｻﾐﾑｼ   ○    ○   

  
ｸｷﾞﾇｷﾊｻﾐﾑｼ

科 
ｸｷﾞﾇｷﾊｻﾐﾑｼ    ○   ○   

ｶﾒﾑｼ目 ｳﾝｶ科 ｳﾝｶ科の一種 ○      ○   

  ﾊｺﾞﾛﾓ科 ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ    ○   ○   

  ｾﾐ科 ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ ○   ○   ○   

    ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ ○   ○   ○   

    ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ ○   ○   ○   

    ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ    ●○ ● ○   

  ｱﾜﾌｷﾑｼ科 ﾏｴｷｱﾜﾌｷ    ○   ○   

    ﾏﾙｱﾜﾌｷ ○   ●○ ● ○   

    ﾓﾝｷｱﾜﾌｷ    ○   ○   

  ﾖｺﾊﾞｲ科 ﾖｺﾊﾞｲ科の一種 ●○    ● ○   

  ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ科 ｱｼﾌﾞﾄﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ   ●  ●     

  ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科の一種   ○    ○   

  ﾊﾅｶﾒﾑｼ科 ﾊﾅｶﾒﾑｼ科の一種    ○  ○   

  ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科 ﾅｼｸﾞﾝﾊﾞｲ ○   ●○ ● ○   

  ｻｼｶﾞﾒ科 ﾖｺﾂﾞﾅｻｼｶﾞﾒ   ○ ○   ○   

    ｱｶﾍﾘｻｼｶﾞﾒ    ○   ○   

    ｱｶｼﾏｻｼｶﾞﾒ ○      ○   

    ｸﾛﾓﾝｻｼｶﾞﾒ   ●  ●     

  ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 ｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ    ○   ○   

    ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ●○  ● ○ ● ○   

    ｵｵﾒｶﾒﾑｼ ○   ○   ○   

    ｼﾛﾍﾘﾅｶﾞｶﾒﾑｼ    ○   ○   

    ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科の一種 ○   ● ● ○   

  ﾎｼｶﾒﾑｼ科 ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ   ● ○ ● ○   

  ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ    ○   ○   

  ﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ﾎｵｽﾞｷｶﾒﾑｼ   ○    ○   

    ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ ○  ○ ○   ○   

    ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ ○   ○   

  ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｹﾌﾞｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ○      ○   

    ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ ○      ○   

  ﾏﾙｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾏﾙｶﾒﾑｼ ○      ○   

  ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ﾂﾁｶﾒﾑｼ ○   ●○ ● ○   

    ﾐﾂﾎﾞｼﾂﾁｶﾒﾑｼ   ○ ●○ ● ○   

    ﾂﾁｶﾒﾑｼ科の一種 ○  ●  ● ○   

  ﾉｺｷﾞﾘｶﾒﾑｼ科 ﾉｺｷﾞﾘｶﾒﾑｼ    ○   ○   

  ｶﾒﾑｼ科 ｱｶｽｼﾞｶﾒﾑｼ    ○   ○   

    ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ   ○ ○   ○   

   ﾌﾞﾁﾋｹﾞｶﾒﾑｼ ○  ●○ ●○ ● ○   

   ｵｵｸﾛｶﾒﾑｼ    ○   ○   

    ﾅｶﾞﾒ   ●○ ●○ ● ○   

    ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ    ○   ○   

    ｵｵﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○    ○   

    ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ    ○   ○   
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表 4-12-14(3) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種 

ｶﾒﾑｼ目 ｶﾒﾑｼ科 ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ ○   ● ● ○   

    ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ   ○ ○   ○   

    ﾁｬｲﾛｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ ○      ○   

  ﾂﾉｶﾒﾑｼ科 ｱｵﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ ●    ●     

    ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ   ○    ○   

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ

目 

ｸｻｶｹﾞﾛｳ

科 
ｸｻｶｹﾞﾛｳ科の一種   ●○ ○ ● ○   

ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾝﾐｮｳ科 ｺﾊﾝﾐｮｳ    ○  ○ ○  

    ｺﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ ○      ○   

  ｵｻﾑｼ科 ｱｵｵｻﾑｼ    ○   ○   

    ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ    ○   ○   

    ﾒﾀﾞｶﾁﾋﾞｶﾜｺﾞﾐﾑｼ    ● ●     

    ｵｵｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   ○   

    ﾋﾛﾑﾈﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○      ○   

    ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   ○   

    ｱｼﾐｿﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○      ○   

    ﾀﾝｺﾞﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ    ●○ ● ○   

    ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   ● ● ○   

    ﾎｿﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○      ○   

    ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ    ○   ○   

    ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   ○   

    ｷｱｼﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ    ○   ○   

    ﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ   ●○  ● ○   

    ﾆｾﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○ ●○ ● ○   

    ｵｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   ○   

    ﾅｶﾞﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ ○      ○   

    ﾎｼﾎﾞｼｺﾞﾐﾑｼ    ●○ ● ○   

    ｵｵﾎｼﾎﾞｼｺﾞﾐﾑｼ    ●○ ● ○   

    ｺﾞﾐﾑｼ   ○    ○   

    ﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ    ○   ○   

    ｵｵｺﾞﾓｸﾑｼ ○      ○   

    ｵｵｽﾞｹｺﾞﾓｸﾑｼ ○  ○    ○   

    ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ    ●○ ● ○   

    ｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ ○   ● ● ○   

    ﾆｾｹｺﾞﾓｸﾑｼ ○   ● ● ○   

    ﾆｾｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ    ●○ ● ○   

    ｱｶｱｼﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ●○ ● ○   

    ｺｺﾞﾓｸﾑｼ ○   ○   ○   

    ﾂﾔｱｵｺﾞﾓｸﾑｼ   ●  ●     

    ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ    ○   ○   

    ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ    ○   ○   

    ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ    ● ●     

    ｵｵｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   ○   

    ｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   ○   

    ｱｵﾍﾘﾎｿｺﾞﾐﾑｼ    ●○ ● ○   
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表 4-12-14(4) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

ｺｳﾁｭｳ目 ｶﾞﾑｼ科 ｺｶﾞﾑｼ    ○   ○ ○ 

    ﾄｹﾞﾊﾞｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ    ○   ○   

  ｴﾝﾏﾑｼ科 ｺｴﾝﾏﾑｼ    ○   ○   

  ｼﾃﾞﾑｼ科 ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ    ● ●     

    ｵｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ ○   ○   ○   

  ﾊﾈｶｸｼ科 ﾊﾈｶｸｼ科の一種    ○   ○   

    ｻｷｱｶﾊﾞﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ   ○    ○   

  ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科 ｺｸﾜｶﾞﾀ   ○ ○   ○   

    ﾉｺｷﾞﾘｸﾜｶﾞﾀ    ○   ○   

  ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ    ○   ○   

    ｳｴﾀﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ ○   ○   ○ ○ 

    ﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ    ○   ○   

    ﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ亜科の一種   ●  ●     

    ﾅｶﾞﾁｬｺｶﾞﾈ    ● ●     

    ｵｵｸﾛｺｶﾞﾈ    ○   ○   

    ｺﾌｷｺｶﾞﾈ    ●○ ● ○   

    ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ    ○   ○   

    ｺｲﾁｬｺｶﾞﾈ    ○   ○   

    ｵｵｶﾝｼｮｺｶﾞﾈ    ●○ ● ○   

    ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ    ●○ ● ○   

    ｻｸﾗｺｶﾞﾈ    ●○ ● ○   

    ﾊﾝﾉﾋﾒｺｶﾞﾈ    ● ●     

    ﾋﾒｺｶﾞﾈ    ●○ ● ○   

    ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ    ●○ ● ○   

    ｱｵｳｽﾁｬｺｶﾞﾈ    ●○ ● ○   

    ﾏﾒｺｶﾞﾈ ○   ● ● ○   

    ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ ●  ○ ○ ● ○   

    ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ    ○   ○   

    ｺｶﾌﾞﾄﾑｼ    ○   ○ ○ 

  ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ   ○ ○   ○   

  ｺﾒﾂｷﾑｼ科 ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｺﾒﾂｷ    ○   ○   

    ｻﾋﾞｷｺﾘ ○   ●○ ● ○   

    ﾎｿｻﾋﾞｷｺﾘ    ● ●     

    ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ ○  ●○ ○ ● ○   

    ｸｼｺﾒﾂｷ    ●○ ● ○   

    ｱｶｱｼﾊﾅｺﾒﾂｷ    ○   ○   

    ｺﾒﾂｷﾑｼ科の一種   ○    ○   

  ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ科 ﾐﾔﾏｸﾋﾞﾎﾞｿｼﾞｮｳｶｲ   ●○ ○ ● ○   

  ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ科 ﾂﾏｷｱｵｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ    ○   ○   

  ｹｼｷｽｲ科 ﾖﾂﾎﾞｼｹｼｷｽｲ    ○   ○   

   ｸﾛﾊﾅｹｼｷｽｲ    ○   ○   

    ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ    ○   ○   

    ﾆｾｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ    ○   ○   

    ｹｼｷｽｲ科の一種    ○   ○   

  ﾈｽｲﾑｼ科 ﾄﾋﾞｲﾛﾃﾞｵﾈｽｲ    ○   ○   
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表 4-12-14(5) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種 

ｺｳﾁｭｳ目 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ

科 
ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ   ○ ○   ○   

    ｷﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ    ○   ○   

  ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ ○   ○   ○   

    ｱｲﾇﾃﾝﾄｳ   ○ ○   ○   

    ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ ○  ●○ ●○ ● ○   

    ﾅﾐﾃﾝﾄｳ ○  ●○ ●○ ● ○   

    ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ    ●○ ● ○ ●○ 

    ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ    ●○ ● ○   

    ｼﾞｭｳｼﾎｼﾃﾝﾄｳ    ○   ○   

    ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾃﾝﾄｳ    ○   ○   

  ﾊﾅﾉﾐ科 ﾊﾅﾉﾐ科の一種    ○   ○   

  ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ科 ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ   ○ ○   ○   

    ｱｵｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ    ○   ○   

  ｱｶﾊﾈﾑｼ科 ｱｶﾊﾈﾑｼ科の一種   ○    ○   

  ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｺｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ   ●○ ●○ ● ○   

    ｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ    ○   ○   

    ｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ    ○   ○   

    ﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ    ● ●     

  ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｽｼﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○ ○   ○   

    ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○ ●○ ● ○   

  ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ｳｽﾊﾞｶﾐｷﾘ    ○   ○   

    ｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ    ○   ○   

    ﾋｼｶﾐｷﾘ    ○   ○   

    ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ    ○   ○   

  ﾊﾑｼ科 ﾑﾅｷﾙﾘﾊﾑｼ   ○ ○   ○   

    ﾊﾞﾗﾙﾘﾂﾂﾊﾑｼ ○      ○   

    ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ    ○   ○   

    ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ    ○   ○   

    ｺｶﾞﾀﾙﾘﾊﾑｼ   ●○ ○ ● ○   

    ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ ○  ○ ○   ○   

    ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○  ○ ● ● ○   

    ｸﾜﾊﾑｼ    ● ●     

    ｱｻﾞﾐｵｵﾊﾑｼ    ● ●     

    ｽｼﾞｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ    ○   ○   

    ﾐﾄﾞﾘﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○   ○   ○   

    ｱｵｶﾒﾉｺﾊﾑｼ    ○   ○   

    ﾌﾞﾀｸｻﾊﾑｼ ○   ○   ○   

    ﾊﾑｼ科の一種    ● ●     

  ｿﾞｳﾑｼ科 ﾂﾁｲﾛﾋｹﾞﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ    ○   ○   

    ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ    ● ●     

    ﾋﾚﾙｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ○      ○   

    ｺﾞﾎﾞｳｿﾞｳﾑｼ    ○   ○   

    ｵｼﾞﾛｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ    ○   ○   

    ﾕｱｻﾊﾅｿﾞｳﾑｼ    ○   ○   

    ﾀﾞｲｺﾝｻﾙｿﾞｳﾑｼ   ○    ○   
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表 4-12-14(6) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種 

ｺｳﾁｭｳ目 ｿﾞｳﾑｼ科 ｱｵﾊﾞﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ    ○   ○   

    ｸﾛﾅｶﾞﾊﾅｿﾞｳﾑｼ ○      ○   

    ｱｶｱｼﾉﾐｿﾞｳﾑｼ   ○    ○   

    ｿﾞｳﾑｼ科の一種    ● ●     

ﾊﾁ目 ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ科 ｱｶｽｼﾞﾁｭｳﾚﾝｼﾞ ○      ○   

  ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ｲﾖﾋﾒﾊﾞﾁ   ○    ○   

    ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種   ●○  ● ○   

  ﾂﾁﾊﾞﾁ科 ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○      ○   

    ﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ●    ●     

  ｱﾘ科 ﾋﾒｱﾘ    ○   ○   

    ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ    ○   ○   

    ｱﾐﾒｱﾘ ○  ● ●○ ● ○   

    ﾄﾌｼｱﾘ ○   ○   ○   

    ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ    ○   ○   

    ｸﾛｵｵｱﾘ    ● ●     

    ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○  ●○ ●○ ● ○   

    ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ ○   ○   ○   

    ｶﾜﾗｹｱﾘ ○  ●○ ●○ ● ○   

    ｱﾒｲﾛｱﾘ    ○   ○   

    ｼﾘｱｹﾞｱﾘ属の一種    ○   ○   

  ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ科 ｷﾎﾞｼﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ    ○   ○   

  ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ●○  ○ ●○ ● ○   

    ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ   ●  ●     

  ｱﾅﾊﾞﾁ科 ｱﾅﾊﾞﾁ科の一種   ○    ○   

  ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ科の一種   ●○  ● ○   

  ﾊｷﾘﾊﾞﾁ科 ﾄﾓﾝﾊﾅﾊﾞﾁ    ● ●     

  ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ科 ﾆｯﾎﾟﾝﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ   ○ ○   ○   

    ｸﾏﾊﾞﾁ    ○   ○   

  ﾐﾂﾊﾞﾁ科 ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ    ●○ ● ○   

    ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ ○  ●○ ●○ ● ○   

    ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ    ● ●     

    ﾐﾂﾊﾞﾁ科の一種    ○   ○   

ﾊｴ目 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 ○  ○    ○   

  ｹﾊﾞｴ科 ﾒｽｱｶｹﾊﾞｴ   ○    ○   

    ﾊｸﾞﾛｹﾊﾞｴ   ○    ○   

    ｹﾊﾞｴ科の一種   ●  ●     

  ﾊﾅｱﾌﾞ科 ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○  ○    ○   

    ｼﾏｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ   ○    ○   

    ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ ○      ○   

    ﾊﾅｱﾌﾞ科の一種 ●○  ●  ● ○   

  ﾊﾅﾊﾞｴ科 ﾊﾅﾊﾞｴ科の一種   ○    ○   

  ｸﾛﾊﾞｴ科 ｸﾛﾊﾞｴ科の一種   ○    ○   

  ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種   ○    ○   

 － ﾊｴ目の一種 ●○    ● ○  

ﾄﾋﾞｹﾗ目 
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ

科 
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ○      ○   

    ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ    ●○ ● ○   
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表 4-12-14(7) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

ﾄﾋﾞｹﾗ目 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科の一種   ○   ○  

 ﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 ○   ● ● ○   

ﾁｮｳ目 ﾊﾏｷｶﾞ科 ﾄﾋﾞﾊﾏｷ ○       ○   

  ﾒｲｶﾞ科 ﾓﾓﾉｺﾞﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ    ○   ○   

    ﾏｴｷﾉﾒｲｶﾞ ○       ○   

    ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ ○      ○   

    ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ ●○   ● ● ○   

    ｱｲﾉﾒｲｶﾞ    ● ●    

    ｸﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ ●○     ● ○   

    ﾌﾀｽｼﾞｼﾏﾒｲｶﾞ ●     ●    

    ｷﾞﾝﾓﾝｼﾏﾒｲｶﾞ ○       ○   

    ﾒｲｶﾞ科の一種 ●○  ●○   ● ○   

  ｾｾﾘﾁｮｳ科 ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ●○   ○ ● ○   

    ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○       ○   

  ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 ｷｱｹﾞﾊ    ○   ○   

    ｳｽﾊﾞｼﾛﾁｮｳ   ○     ○   

  ｼﾛﾁｮｳ科 ﾂﾏｷﾁｮｳ   ○     ○   

    ﾓﾝｷﾁｮｳ ○  ●○ ○ ● ○   

    ｷﾁｮｳ ●○   ○ ● ○   

    ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○  ○ ●○ ● ○   

  ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ ○  ○ ○   ○   

    ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ ○       ○   

    ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ ●○  ●○ ○ ● ○   

    ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ○  ○ ●○ ● ○   

  ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ ●○   ●○ ● ○   

    ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ ○       ○   

    ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ  ○  ○   ○   

    ｸｼﾞｬｸﾁｮｳ   ○ ○   ○   

    ｷﾀﾃﾊ    ●○ ● ○   

    ｱｶﾀﾃﾊ   ○     ○   

  ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ科 ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ    ○   ○   

  ｼｬｸｶﾞ科 ﾊｲｲﾛﾋﾒｼｬｸ ○       ○   

  ｽｽﾞﾒｶﾞ科 ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ    ○   ○   

  ﾄﾞｸｶﾞ科 ﾏｲﾏｲｶﾞ    ●○ ● ○   

    ｶｼﾜﾏｲﾏｲ    ○   ○   

  ﾋﾄﾘｶﾞ科 ｷｼﾀﾎｿﾊﾞ ○       ○   

    ﾊｶﾞﾀｷｺｹｶﾞ ○       ○   

    ｷﾊﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ    ○   ○   

  ﾔｶﾞ科 ﾂﾒｸｻｶﾞ ○       ○   

    ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ    ○   ○   

    ｶｷﾞﾓﾝﾔｶﾞ ●     ●    

    ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ    ● ●    

    ｼﾛﾓﾝﾔｶﾞ ○       ○   

    ｱｶｽｼﾞｷﾖﾄｳ    ● ●    

    ﾖﾄｳｶﾞ ○       ○   

  ﾃﾝｳｽｲﾛﾖﾄｳ ○     ○  
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表 4-12-14(8) 陸生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種 

ﾁｮｳ目 ﾔｶﾞ科 ﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ    ● ●   

  ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ ○   ● ● ○   

    ﾌﾀｲﾛｺﾔｶﾞ    ○   ○   

    ｳｽｴｸﾞﾘﾊﾞ ○      ○   

    ﾃﾝｸﾛｱﾂﾊﾞ ○      ○   

    ｵｵｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ ○      ○   

    ﾔｶﾞ科の一種 ○      ○   

    ﾀﾊﾞｺｶﾞ ●    ●     

    ﾖﾄｳｶﾞ亜科の一種 ○   ● ● ○   

  ﾄｶﾞﾘﾊﾞｶﾞ科 ﾄｶﾞﾘﾊﾞｶﾞ科の一種    ● ●     

13 目 96 科 319 種 127 種 2 種 87 種 218 種 116 種 287 種 11 種 

 

 

b 水生昆虫類 

水生昆虫類確認種一覧は表4-12-15(1),(2)に示すとおりである。 

水生昆虫類調査の結果、秋季調査では６目15科28種、冬季調査では７目14科21種、春季調

査では６目18科32種、夏季調査では４目13科22種、合計７目23科55種が確認された。なお、

表中の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実

施区域外で確認した種を示す。 
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表 4-12-15(1) 水生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

ｶｹﾞﾛｳ目 ｺｶｹﾞﾛｳ科 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ ○      ○   

    ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ○   ○   ○   

    ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ   ○    ○   

    ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ    ○   ○   

    ｺｶｹﾞﾛｳ属の一種 ○ ○ ○ ○   ○   

    ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ ○      ○   

    ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ   ○    ○   

  ﾋﾄﾘｶﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ ○ ○  ○   ○   

  ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ○ ○ ○ ○   ○   

    ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ  ○ ○    ○   

    ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ  ○     ○   

    ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属の一種 ○ ○ ○    ○   

    ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ○   ○   ○   

  ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属の一種   ○    ○   

  ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ科 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ    ○   ○   

  ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ  ○     ○   

    ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ   ○    ○   

    ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ    ○   ○   

    ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ○  ○ ○   ○   

ﾄﾝﾎﾞ目 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ ○ ○ ○    ○ ○ 

  ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ   ○    ○ ○ 

    ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ   ○    ○ ○ 

  ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾔﾏｻﾅｴ ○  ○    ○ ○ 

    ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ属の一種 ○      ○   

   ｵﾅｶﾞｻﾅｴ ○ ○ ○ ○   ○   

    ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科の一種  ○  ○   ○   

  ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ科 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ   ○    ○   

ｶﾜｹﾞﾗ目 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ科 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属の一種  ○     ○   

ｶﾒﾑｼ目 ﾀｲｺｳﾁ科 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ ○      ○ ○ 

    ﾀｲｺｳﾁ   ○    ○ ○ 

  ﾐｽﾞﾑｼ科 ｺﾐｽﾞﾑｼ属の一種 ○ ○     ○   

    ﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ属の一種   ○    ○   

ﾄﾋﾞｹﾗ目 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ○ ○ ○ ○   ○   

  ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ○  ○    ○   

  ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ  ○  ○  ○  

    ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 ○  ○    ○   

    ｴﾁｺﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ○ ○ ○ ○   ○   

    ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ○ ○ ○ ○   ○   

    ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ   ○    ○   

  ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 ○  ○ ○   ○   
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表 4-12-15(2) 水生昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

ﾄﾋﾞｹﾗ目 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属の一種    ○ ○  

 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種   ○   ○   

  ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ   ○ ○ ○   

ﾊｴ目 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種 ○ ○    ○   

  ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種   ○  ○  

    ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種    ○ ○   

  ﾕｽﾘｶ科 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科の一種 ○  ○ ○ ○   

   ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科の一種 ○ ○ ○ ○ ○   

    ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属の一種 ○     ○   

    ﾕｽﾘｶ属の一種   ○   ○   

    ﾕｽﾘｶ亜科の一種 ○  ○ ○ ○   

    ﾕｽﾘｶ科の一種  ○     ○   

  ﾌﾞﾕ科 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属の一種 ○ ○    ○   

ｺｳﾁｭｳ目 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｷﾍﾞﾘﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ○  ○   ○ ○ 

    ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科の一種  ○    ○   

7 目 23 科 55 種 28 種 21 種 32 種 22 種 55 種 7 種 

 

② 注目すべき種 

注目すべき昆虫類一覧は表4-12-16に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき昆虫類は、３目10科16種であった。 

 

表 4-12-16 注目すべき昆虫類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ       N3   ○ 

    ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ   NT    N5   ○ 

  ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ       N5 ● ○ 

    ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ   NT VU   N3   ○ 

  ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾔﾏｻﾅｴ       N3   ○ 

    ﾐﾔﾏｻﾅｴ       N4   ○ 

  ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ    NT N N5   ○ 

   ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ    NT NT      ○ 

ｶﾒﾑｼ目 ﾀｲｺｳﾁ科 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ       N3   ○ 

    ﾀｲｺｳﾁ    NT NT N2   ○ 

ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾝﾐｮｳ科 ｺﾊﾝﾐｮｳ    VU    ○ 

 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｷﾍﾞﾘﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ   NT        ○ 

  ｶﾞﾑｼ科 ｺｶﾞﾑｼ   DD       ○ 

  ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｳｴﾀﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ    NT LP N3   ○ 

    ｺｶﾌﾞﾄﾑｼ    VU NT N2   ○ 

 ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ    VU   ● ○ 

3 目 10 科 16 種 0 種 0 種 4種 8種 5種 11種 2 種 16種

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 
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(4) 両生類 

① 確認種 

両生類確認種一覧は表4-12-17に示すとおりである。 

両生類調査の結果、秋季調査では１目２科３種、春季調査では１目４科４種、夏季調査で

は１目３科５種、合計１目４科７種が確認された。なお、表中の｢○｣は調査範囲内でかつ対

象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-17 両生類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 春 夏 全季 注目種 

カエル目 ヒキガエル科 アズマヒキガエル  ○  ○ ○ 

  アマガエル科 ニホンアマガエル ○ ○ ○ ○   

  アカガエル科 トウキョウダルマガエル ○  ○ ○ ○ 

    ウシガエル ○ ○ ○ ○   

    ツチガエル   ○ ○ ○ 

  アオガエル科 シュレーゲルアオガエル  ○  ○ ○ 

    カジカガエル   ○ ○ ○ 

1 目 4 科 7 種 3 種 4 種 5種 7種 5 種 

 

② 注目すべき種 

注目すべき両生類一覧は表4-12-18に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき両生類は、１目３科５種であった。 

 

表 4-12-18 注目すべき両生類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

カエル目 ヒキガエル科 アズマヒキガエル      N5 ○ 

 アカガエル科 トウキョウダルマガエル   NT    ○ 

  ツチガエル    VU VU N2 ○ 

 アオガエル科 シュレーゲルアオガエル      N1 ○ 

  カジカガエル     CR+EN N3 ○ 

１目 3 科 5 種 0 種 0 種 1 種 1 種 2 種 4 種 5 種 

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 
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(5) 爬虫類 

① 確認種 

爬虫類確認種一覧は表4-12-19に示すとおりである。 

爬虫類調査の結果、秋季調査では２目３科５種、春季調査では２目３科４種、夏季調査で

は２目４科５種、合計２目４科７種が確認された。なお、表中の｢●｣は対象事業実施区域内

で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-19 爬虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 春 夏 全季 注目種

カメ目 イシガメ科 クサガメ ○ ○ ○   ○ ○ 

    ミシシッピアカミミガメ  ○    ○   

  スッポン科 ニホンスッポン   ○   ○ ○ 

トカゲ目 カナヘビ科 ニホンカナヘビ ○ ●○ ○ ● ○   

  ナミヘビ科 シマヘビ ●○  ●○ ● ○   

    アオダイショウ ○ ○ ○   ○   

    ヤマカガシ ○     ○   

2 目 4 科 7 種 5 種 4 種 5種 2種 7 種 2 種 

 

② 注目すべき種 

注目すべき爬虫類一覧は表4-12-20に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき爬虫類は、１目２科２種であった。 

 

表 4-12-20 注目すべき爬虫類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

カメ目 イシガメ科 クサガメ      N1 ○ 

 スッポン科 ニホンスッポン   DD    ○ 

1 目 2 科 2 種 0 種 0 種 1 種 0 種 0 種 1 種 2 種 

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 
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(6) 魚類 

① 確認種 

魚類確認種一覧は表4-12-21に示すとおりである。 

魚類調査の結果、秋季調査では２目３科５種、冬季調査では１目２科３種、春季調査では

３目５科５種、夏季調査では３目３科７種、合計３目６科13種が確認された。なお、表中の

｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-21 魚類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

コイ目 コイ科 ウグイ  ○ ○ ○   ○   

    
マルタウグ

イ 
   ○   ○   

    アブラハヤ ○      ○ ○ 

    オイカワ ○      ○   

    タモロコ ○ ○     ○ ○ 

    ニゴイ    ○   ○   

    コイ    ○   ○   

    ギンブナ    ○   ○   

  ドジョウ科 ドジョウ ○ ○ ○    ○ ○ 

ナマズ目 ナマズ科 ナマズ   ○ ○   ○   

 ギギ科 ギギ ○      ○   

  アカザ科 アカザ   ○    ○ ○ 

スズキ目 サンフィッシュ科 コクチバス   ○ ○   ○   

3 目 6 科 13 種 5 種 3 種 5種 7種 0種 13 種 4 種 

 

② 注目すべき種 

注目すべき魚類一覧は表4-12-22に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき魚類は、２目３科４種であった。 

 

表 4-12-22 注目すべき魚類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

コイ目 コイ科 アブラハヤ      N1 ○ 

  タモロコ      N5 ○ 

 ドジョウ科 ドジョウ   DD    ○ 

ナマズ目 アカザ科 アカザ   VU NT VU N5 ○ 

2 目 3 科 4 種 0 種 0種 2種 1種 1種 3種 4 種 

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 
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(7) 陸産貝類 

① 確認種 

陸産貝類確認種一覧は表4-12-23に示すとおりである。 

陸産貝類調査の結果、秋季調査では１目５科７種、春季調査では１目５科７種、夏季調査

では１目４科６種、合計１目７科10種が確認された。なお、表中の｢●｣は対象事業実施区域

内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-23 陸産貝類確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 春 夏 全季 注目種

マイマイ目 オカモノアラガイ科 オカモノアラガイ  ○ ○   ○   

 キセルガイ科 ナミギセル ○   ●○ ● ○ ●○ 

  オカチョウジガイ科 オカチョウジガイ  ○    ○   

    ホソオカチョウジガイ ○     ○   

 ナメクジ科 ナメクジ ○    ○  

  コウラナメクジ科 チャコウラナメクジ   ○  ●○ ● ○   

  コハクガイ科 オオコハクガイ ●  ●○  ● ○   

  オナジマイマイ科 ウスカワマイマイ ●○ ○  ●○ ● ○   

    オナジマイマイ ○ ○  ●○ ● ○   

    ヒダリマキマイマイ ○ ○  ○   ○   

1 目 7 科 10 種 7 種 7 種 6 種 5 種 10 種 1 種 

 

② 注目すべき種 

注目すべき陸産貝類一覧は表4-12-24に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき底生動物は、１目１科１種であった。 

 

表 4-12-24 注目すべき陸産貝類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

マイマイ目 キセルガイ科 ナミギセル      N2 ● ○

1 目 1 科 1 種 0 種 0種 0種 0種 1種 1種 1 種 1 種

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

 

(8) 底生動物 

① 確認種 

底生動物確認種一覧は表4-12-25に示すとおりである。 

底生動物調査の結果、秋季調査では８目９科11種、冬季調査では９目10科13種、春季調査

では９目10科12種、夏季調査では７目８科10種、合計10目14科19種が確認された。なお、表

中の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 
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表 4-12-25 底生動物確認種一覧 

目名 科名 種名 秋 冬 春 夏 全季 注目種

三岐腸目 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ科 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ科の一種   ○    ○  

 ﾌﾟﾗﾅﾘｱ科 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ  ○  ○   ○  

盤足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

    ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ ○ ○     ○ ○ 

基眼目 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ   ○ ○   ○ ○ 

   ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ   ○    ○  

   ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ○      ○   

 ｻｶﾏｷｶﾞｲ科 ｻｶﾏｷｶﾞｲ  ○ ○    ○   

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目 ｼｼﾞﾐ科 ｼｼﾞﾐ属の一種 ○ ○  ○   ○  

ｲﾄﾐﾐｽﾞ目 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科の一種 ○ ○ ○ ○   ○  

    ｴﾗﾐﾐｽﾞ  ○  ○   ○  

吻蛭目 ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科 ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科の一種   ○    ○  

無吻蛭目 ｲｼﾋﾞﾙ科 ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ ○ ○ ○ ○   ○  

    ｲｼﾋﾞﾙ科の一種 ○ ○ ○ ○   ○  

ﾖｺｴﾋﾞ目 ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ科 ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ ○    ○  

ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ﾐｽﾞﾑｼ科 ﾐｽﾞﾑｼ ○ ○ ○    ○  

ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属の一種 ○ ○ ○ ○   ○  

  ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ属の一種 ○   ○   ○  

  ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ  ○     ○  

10 目 14 科 19 種 11 種 13 種 12種 10種 0 種 19 種 3 種 

 

② 注目すべき種 

注目すべき底生動物一覧は表4-12-26に示すとおりである。 

本調査で確認された選定基準に該当する注目すべき底生動物は、２目２科３種であった。 

 

表 4-12-26 注目すべき底生動物一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

盤足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ      N3 ○ 

  ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ      N1 ○ 

基眼目 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ   NT NT NT N3 ○ 

2 目 2 科 3 種 0 種 0種 1種 1種 1種 3種 3 種 

備考）選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 
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２) 聞取り調査 

聞き取り調査（平成24年９月28日：耕作者など４名、平成25年４月５日：有識者（公益財

団法人日本野鳥の会会員）２名）で得られた確認種と、その中から実際に現地調査で確認さ

れた種は表4-12-27～表4-12-30に示すとおりである。 

 

(1) 哺乳類 

聞き取り調査で得られた２目４科６種中、現地調査では２目４科５種が確認された。なお、

表中の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実

施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-27 哺乳類聞取り調査と現地調査確認種 

目名 科名 種名 現地調査 

ネコ目 イヌ科 ホンドタヌキ  ○ 

 ホンドキツネ  ○ 

 イタチ科 ニホンイタチ ● ○ 

  ホンドテン   

 ジャコウネコ科 ハクビシン  ○ 

ウシ目 シカ科 ニホンジカ  ○ 

2 目 4 科 6 種 1 種 5 種 

 

(2) 鳥類 

聞き取り調査で得られた11目19科29種中、現地調査では６目11科14種が確認された。なお、

表中の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実

施区域外で確認した種を示し、｢△｣は調査範囲の外で確認した種を示す。 
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表 4-12-28 鳥類聞取り調査と現地調査確認種 

目名 科名 種名 現地調査 

キジ目 キジ科 キジ  ○   

カモ目 カモ科 マガン      

    コハクチョウ      

    トモエガモ      

ペリカン目 サギ科 アマサギ      

    チュウサギ      

    コサギ      

ツル目 クイナ科 クイナ      

チドリ目 チドリ科 イカルチドリ  ○   

    コチドリ  ○   

  シギ科 タシギ      

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ  ○   

  タカ科 トビ  ○   

    オオタカ  ○ △ 

    ノスリ  ○ △ 

    ケアシノスリ      

    ハイタカ      

フクロウ目 フクロウ科 フクロウ      

ブッポウソウ目 カワセミ科 ヤマセミ  ○   

キツツキ目 キツツキ科 アリスイ      

ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ ● ○ △ 

    チゴハヤブサ      

スズメ目 エナガ科 エナガ  ○   

 ヒバリ科 ヒバリ      

  ヨシキリ科 オオヨシキリ  ○   

  ムクドリ科 コムクドリ  ○   

  ヒタキ科 ノゴマ      

  アトリ科 ベニマシコ  ○   

  ホオジロ科 カシラダカ ● ○   

11 目 19 科 29 種 2 種 14 種 3 種 

 

(3) 昆虫類 

聞き取り調査で得られた２目２科２種中、現地調査では１目１科１種が確認された。なお、

表中の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-29 昆虫類聞取り調査と現地調査確認種 

目名 科名 種名 現地調査 

チョウ目 テングチョウ科 テングチョウ   

カゲロウ目 アミメカゲロウ科 アミメカゲロウ  ○ 

2 目 2 科 2 種 0 種 1 種 

  水生昆虫 
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(4) 両生類 

聞き取り調査で得られた１目１科２種中、現地調査では１目１科１種が確認された。なお、

表中の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

表 4-12-30 両生類聞取り調査と現地調査確認種 

目名 科名 種名 現地調査 

カエル目 アカガエル科 トウキョウダルマガエル  ○ 

トノサマガエル   

1 目 1 科 2 種 0 種 1 種 

 

(5) 爬虫類、陸産貝類、魚類、底生動物 

爬虫類、陸産貝類、魚類、底生動物に関する情報は得られなかった。 
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4.12.2 予測及び評価の結果 

１ 予測の内容及び方法 

動物の予測の内容及び方法に関する概要は表4-12-31に示すとおりである。 

 

１) 予測対象とする影響要因 

予測は、工事による影響とし、「土地造成、掘削、舗装・コンクリート工事、建築物の工

事」、存在・供用による影響として「緑化」及び「焼却施設の稼働」について行った。 

 

２) 予測地域及び予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺200ｍ以内の範囲並びに１㎞以内の河川敷とし

た。 

 

３) 予測対象時期 

工事による影響については、対象事業に係る土木工事及び建設工事の施工による影響が最

大となる時期とし、存在･供用による影響については事業活動が通常の状態に達した時期とし

た。 

 

表 4-12-31 動物の予測方法 

要 因

 

 

 

区 分 

工事による影響 存在・供用による影響 

土地造成 掘削 
舗装・コンク

リート工事

建築物の

工事 
緑 化 

焼却施設の

稼働 

項

目 

動物相 △ △ △ △ △ △ 

注目すべき種 

及び個体群 
△ △ △ △ － △ 

予測地域及び予測地点 対象事業実施区域及びその周辺 200ｍ以内の範囲並びに１㎞以内の河川敷 

予測対象時期 
対象事業に係る土木工事及び建設工事の施工による

影響が最大となる時期 

対象事業の工事の完了後で

事業活動が通常の状態に達

した時期 

予測方法 
レッドデータブック等の貴重種ランクにより判断するとともに周辺環境変化の影

響等により予測する 

◎：重点化項目（調査、予測及び評価を詳細に行う項目） 

○：標準項目（調査、予測及び評価を標準的に行う項目） 

△：簡略化項目（調査、予測及び評価を簡略化して行う項目） 
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２ 工事中の建設作業による影響 

１) 予測項目 

予測項目は、掘削等の建設作業に伴う動物相、注目すべき種及び個体群に対する変化の程

度とした。 

 

２) 予測地域及び予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺200ｍ以内の範囲並びに１㎞以内の河川敷とし

た。 

 

３) 予測対象時期 

予測対象時期は、対象事業に係る土木工事及び建設工事の施工による影響が最大となる時

期とした。 

 

４) 予測方法 

(1) 動物相及び動物の生息環境への影響 

現地調査結果及び工事中の大気質、騒音、振動、水質の予測結果をもとに、工事に伴う動

物相、注目すべき種及び個体群に対する変化の程度について定性的に予測した。 

 

(2) 注目すべき動物種への影響 

注目すべき動物種について、一般的な生態及び現地調査の確認状況を予測条件とし、工事

中の建設作業による影響について予測を行った。 

 

５) 予測結果 

(1) 動物相及び動物の生息環境への影響 

対象事業実施区域内は現在、使用されている耕作地で、既に人の手が入った改変された土

地である。工事の実施により、建設作業機械の稼働に伴う排ガス、騒音及び振動の影響が考

えられるが、対象事業実施区域と動物の生息環境である千曲川河川敷の堤外地は堤防により

隔てられている。 

さらに堤防は道路として車両が通行していることから、現況においても自動車走行に伴う

排気ガス、騒音、振動等の影響が動物の生息環境である千曲川河川敷の堤外地にも及んでい

ると考えられる。 

また、工事中には資材の搬入・作業員の往来等が考えられるが、動物の生息環境の多くは

千曲川河川敷の堤外地と考えられ、堤防により隔てている状況である。なお、工事中に濁水

が発生することが考えられるが、水質の予測結果では、現況の生息環境を著しく悪化させる

ことはなく、影響の程度は小さいと考えられる。 

以上のことから工事中の大気質、騒音、振動の影響は、動物の生息環境を著しく悪化させ

るものではないと予測した。 
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(2) 注目すべき動物種への影響 

対象事業実施区域では注目すべき鳥類としてチョウゲンボウを確認し、昆虫類としてハグ

ロトンボ、ジュウサンホシテントウの２種を確認し、陸産貝類としてナミギセルを確認した。 

チョウゲンボウは対象事業実施区域と千曲川河川敷を比較すると、ラインセンサスの調査

結果から対象事業実施区域は餌となる鳥類の個体数が少ないことから、チョウゲンボウの主

要な狩り場ではなく、補足的な利用と考えられることから、工事による影響はないものと考

えられる。ハグロトンボやジュウサンホシテントウは主に河川敷に生息する種であるが、対

象事業実施区域が河川に隣接しているため、千曲川河川敷等からの飛翔による移動と考えら

れることから、工事による影響はないものと考えられる。 

ナミギセルは対象事業実施区域内の敷地境界で夏と秋の調査で合計６個体を確認してい

るため、土地の改変区域を一部見直すことや生息適地に移殖させる環境保全措置を検討する。 

 

６) 環境保全措置の内容と経緯 

本事業の実施においては、できる限り環境への影響を緩和させるものとし、「4-1 大気質」

（P4-1-65参照）、「4-2 騒音」（P4-2-22参照）、「4-3 振動」（P4-3-10参照）、「4-6 水

質」（P4-6-22参照）及び「4-11 植物」（P4-11-40参照）の工事による影響に示した環境保

全措置及び表4-12-32に示す環境保全措置を講じる。 

表 4-12-32 環境保全措置(希少種の保全) 

環境保全措置 環境保全措置の内容 環境保全措置の種類

注目すべき動物の 

生息地の保全 

造成計画の一部変更等により、注目すべき種が生息

している地域について改変部分をできる限り少なく

する 

回 避 

注目すべき動物を 

生息適地へ移殖させる 

工事に先立ち注目すべき動物を確認し、生息適地に

移殖させる 
代 償 

【環境保全措置の種類】 

回 避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

最小化：実施規模または程度を制限すること等により、影響を最小化する。 

修 正：影響を受けた環境を修復、回復または復元すること等により、影響を修正する。 

低 減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、または提供すること等により、影響を代償する。 

 

７) 評価方法 

評価の方法は、調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置を踏まえ、動物への影響

ができる限り緩和されているかどうかを検討した。 

また、予測結果が、表4-12-33に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかどうかを

検討した。 

 

表 4-12-33 環境保全に関する目標(工事による影響) 

項目 環境保全に関する目標 

動物 
・対象事業実施区域の周囲に生息する動物に影響を及ぼさないこと 

・希少な動物の生息環境を悪化させる行為はしない 
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８) 評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

工事中の「土地造成」、「掘削」、「舗装・コンクリート工事」及び「建築物の工事」に

よる動物相、注目すべき種及び個体群に対する変化の程度への影響については、「造成計画

の一部変更等により、注目すべき種が生息している地域について改変部分をできる限り少な

くする」、「工事に先立ち注目すべき動物を確認し、生息適地に移殖させる」を行うことで、

環境への影響の緩和に適合するものと評価する。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

対象事業実施区域内は現在、使用されている耕作地で、既に人の手が入った改変された土

地であり、工事中の大気質、騒音、振動の影響は、動物の生息環境を著しく悪化させるもの

ではないと予測した。 

また、注目種に配慮した造成計画の一部見直しや種の移殖などの環境保全措置を講じるこ

とから動物の生息環境にも影響が及ばないと考えられることから、環境保全に関する目標と

の整合性は図られているものと評価する。 

ただし、土地造成計画の詳細設計は現時点では未確定である。また、工事の実施に際して

は、工事に先行してナミギセルの生息状況を確認するなどの事後調査を行い、ナミギセルが

確認された場合は、移殖について、適切な処置を実施することとする。 
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３ 存在・供用時の緑化による影響 

１) 予測項目 

予測項目は、緑化後の動物相の変化の程度とした。 

 

２) 予測地域及び予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域とした。 

 

３) 予測対象時期 

予測対象時期は、対象事業の工事の完了後で植栽が定着し、通常の状態に達した時点とし

た。 

 

４) 予測方法 

植物の予測結果より、動物相の生息環境の変化の程度について定性的に予測する。 

 

５) 予測結果 

存在・供用時の対象事業実施区域内における動物の生息環境は、約0.4haの植栽等を施され

た緑地になる。現時点では植栽樹種等の緑化計画は未定であるが、緑化に際しては、生態系

に影響を与えるような外来種を使用せず、周辺植生の構成と調和する植栽等を行うことで、

動物の生息環境に及ぼす影響は小さいと考えられる。このことから、緑化後における動物相

の生息環境の変化の程度は小さいと予測した。 

 

６) 環境保全措置の内容と経緯 

本事業の実施においては、できる限り環境への影響を緩和させるものとし、予測の前提条

件として「4-11 植物」（P4-11-43参照）の存在・供用による影響（緑化）に示した環境保全

措置を実施する。 

 

７) 評価方法 

評価の方法は、調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置を踏まえ、動物への影響

ができる限り緩和されているかどうかを検討した。 

また、予測結果が表4-12-34に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかどうかを検

討した。 

 

表 4-12-34 環境保全に関する目標(存在・供用による影響(緑化)) 

項目 環境保全に関する目標 

動物 
・植栽及び緑化を行うことにより、減少した生息環境を修復すること

・希少な動物の生息環境を悪化させる行為はしない。 
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８) 評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

事業の実施にあたっては、「現存植生等を考慮した植栽及び緑化」等を行うことで、周辺

地域に生息する動物種の攪乱要因とはならない。 

このことから、緑化による影響については、環境への影響の緩和に適合するものと評価す

る。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

本事業では、緑化にあたって生態系に影響を与えるような外来種を使用せず、周辺植生と

調和する植栽及び緑化を行う。このことにより、緑化後における動物相の生息環境の変化の

程度は小さいと予測し、生態系及び生物多様性に与える影響はほとんどなく、生息環境を悪

化させない。 

以上のことから、環境保全に関する目標との整合性は図られているものと評価する。 
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４ 存在・供用時の焼却施設の稼働による影響 

１) 予測項目 

予測項目は、焼却施設の稼働に伴う動物相及び注目すべき種・群集の生育環境の変化の程

度とした。 

 

２) 予測地域及び予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とし調査対象区域と同様の範囲とした。 

 

３) 予測対象時期 

予測対象時期は、施設が立地し定常的に稼働する時期とした。 

 

４) 予測方法 

現地調査結果及び焼却施設の稼働に伴う植物への影響の予測結果より、動物相及びその生

息環境ならびに注目すべき種及び個体群の生息環境の変化の程度について定性的に予測した。 

なお、予測条件のうち、予測対象となる動物相及び注目すべき種の分布、生息位置は、現

地調査で確認された動物相及び注目すべき種の確認位置とした。 

また、予測条件として注目すべき動物種の一般的な生態を整理した。 

 

５) 予測結果 

(1) 動物相及び動物の生息環境への影響 

動物相や注目すべき種の生息基盤となる植物相や植生は、施設の稼働に伴って発生する排

ガス、騒音、振動の影響を受けるおそれがあると考えられる。 

大気質については、大気汚染物質による植物の生育に対する間接的影響は、文献※1による

と、二酸化いおうが0.02ppm以上、二酸化窒素0.5ppm以上で生育に一部影響するとされるが、

それに比べて焼却施設の稼働に伴う大気質の変化の程度は低いレベルにある。 

また、施設の稼働に伴って発生する騒音・振動レベルは、対象事業実施区域と動物の生息

環境である千曲川河川敷の間に位置する堤防道路を走行する自動車から発生する騒音・振動

レベルよりも小さい。 

なお、施設の稼働時に発生する排水は雨水排水だけであり、降雨時の堤外地水路の水質を

悪化させるものではない。 

以上より、焼却施設の稼働が周辺の動物相及び動物の生息環境に及ぼす影響の程度は小さ

いと考えられる。 

 

 

※1(参考文献)「大気環境の変化と植物（門司正三他編）」(昭和 54 年、東京大学出版会)及び「環境汚染と指標植物

（垰田宏著）」(昭和 49 年、共立出版) 
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(2) 注目すべき動物種への影響 

注目すべき動物種について、一般的な生態及び現地調査の確認状況を予測条件とし、施設

の存在・供用が及ぼす影響について予測を行った。 

 

①  注目すべき哺乳類 

注目すべき哺乳類は、表4-12-35に示すとおり１目１科１種であった。 

調査範囲内でかつ対象事業実施区域外においてアズマモグラが確認されたが、対象事業実

施区域を繁殖場所や餌場として利用しているものではない。 

このため、施設の稼働が注目すべき哺乳類の生息、繁殖環境に影響を及ぼすことはないと

予測する。 

 

表 4-12-35 注目すべき哺乳類リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

トガリネズミ目 モグラ科 アズマモグラ     N  ○ 

1 目 1 科 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 0 種 1 種 

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

a アズマモグラ（トガリネズミ目） 

日本固有種で主に東日本にすむ。平地から山地の水

田周辺や畑、河畔の草地に多く、森林内では土の豊か

なところに生息する。トンネルから掘り出した土はモ

グラ塚になり、生息確認の目印になる。 

本調査では、冬季調査時に長野自動車道南西の耕作

地及び千曲衛生センター北東側の芝地でモグラ塚が

確認された。また、春季調査時に千曲衛生センター北

東側の芝地でモグラ塚が確認された。 

確認場所が対象事業実施区域外であるため、施設の存在・供用による影響はないものと考

えられる。 
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②  注目すべき鳥類 

注目すべき鳥類は、表4-12-36に示すとおり７目９科15種であった。 

対象事業実施区域ではチョウゲンボウを確認し、調査区域内でもチョウゲンボウを含め15

種を確認した。また、調査区域外でもチョウゲンボウを含め５種の確認があった。 

チョウゲンボウはラインセンサスの調査結果から鳥類の多い千曲川河川敷を餌場として

利用する可能性はあるが、対象事業実施区域内は現在、使用されている耕作地で、既に人の

手が入った改変された土地であり樹林地が分布しておらず、かつ、繁殖期調査の結果から繁

殖場所として利用が確認されなかったことから、餌場や繁殖場所としての利用の可能性は低

いと考えられることから存在による影響はないものと考えられる。 

なお、対象事業実施区域と注目すべき種の生息、繁殖環境である千曲川河川の堤外地は堤

防により隔てられている。さらに堤防は堤防道路として車両が通行している。現地調査にお

いて、堤防道路は交通量が多く、現況においても自動車走行に伴う排ガス、騒音、振動等の

影響が動物の生息、繁殖環境である千曲川河川の堤外地に及んでいると考えられる。 

このため、施設の稼働が注目すべき鳥類の生息、繁殖環境に影響を及ぼすことはないと予

測する。 

以下に、注目すべき鳥類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を示す。 

 

表 4-12-36 注目すべき鳥類リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

カモ目 カモ科 オシドリ   DD   N3   ○  

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ      N2   ○  

チドリ目 チドリ科 イカルチドリ    NT NT N3   ○  

コチドリ    NT NT N2   ○  

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ   NT N N N3   ○  

タカ科 ハチクマ   NT VU VU N2   ○  

オオタカ  国内 NT VU VU N3   ○ △

ノスリ    NT N N3   ○ △

ブッポウソウ

目 

カワセミ科 カワセミ     NT N3   ○  

ヤマセミ    NT VU N1   ○  

ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ    N N N3 ● ○ △

ハヤブサ  国内 VU N N N2   ○ △

スズメ目 カラス科 オナガ      N3   ○ △

 レンジャク科 ヒレンジャク      N3  ○  

 ヒタキ科 ノビタキ      N3   ○  

7 目 9 科 15 種 0 種 2 種 5種 9種 10 種 15 種 1 種 15 種 5 種

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区

域外で確認した種を示し、｢△｣は調査範囲の外を示す。 
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a オシドリ（カモ科） 

留鳥または冬鳥である。冬は群れで行動し、日中は

樹木が水面に覆いかぶさっている木陰や、水辺の樹上、

水草などの中で休息していることが多い。夕方に飛び

立って採餌場へ行き、カシやナラなどの実を食べる。 

本調査では、春季調査時のポイントセンサスで、し

なの鉄道下流の水面上で２個体、篠ノ井橋下流の水面

上で２個体が確認された。また、繁殖期調査時のポイ

ントセンサスで、千曲川の篠ノ井橋下流で水面を泳ぐ

３個体が確認された。 

確認場所が千曲川堤外地であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考え

られる。 

 

b カイツブリ（カイツブリ科） 

留鳥である。繁殖期は淡水域でつがいで生活し、縄張りをつくるが、非繁殖期に縄張りを

持ち続けるものもいる。水草、杭、水面に垂れ下がった木の枝の上やヨシの茎などに、水に

浮いているように見える巣をつくる。冬は縄張りから追い出された若鳥や、移動してきた成

鳥も集まって群れる。潜水して魚類などを採餌し、また、水面や水草の上の昆虫類なども採

餌する。 

本調査では秋季調査時のポイントセンサス、ラインセンサスで、長野自動車道付近下流側

の千曲川において、採餌のため水中に潜る１個体、長野自動車道上流側の千曲川を泳ぎ、採

餌のため水中に潜る１個体が確認された。 

冬季調査時のポイントセンサス、ラインセンサスでは、調査範囲境付近の千曲川下流の水

上にいる２個体、長野自動車道北の千曲川水上にいる４個体、しなの鉄道上流の千曲川水上

にいる２個体、篠ノ井橋下流の千曲川水上にいる２個体が確認された。 

春季調査時のポイントセンサスでは、長野自動車道北側の水面上にいる１個体が確認され

た。 

確認場所が千曲川堤外地であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考え

られる。 

 

c イカルチドリ（チドリ科） 

九州以北では留鳥または漂鳥である。河川の中流か

ら上流に多く、水際を歩くことが多い。海岸近くには

まれである。繁殖期はつがいで砂礫地に縄張りを持っ

て営巣する。非繁殖期は１羽か小群で生活し、川原や

水田などでさまざまな小動物を採餌する。 

本調査では、秋季調査時のポイントセンサスで、千

曲川篠ノ井橋下流の中州において休息する５個体が確
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認された。 

冬季調査時のラインセンサスでは、篠ノ井橋下流の中州にいる３個体を確認した。 

春季調査時のポイントセンサスでは、しなの鉄道東の中州で１個体が確認された。 

繁殖期調査時のポイントセンサスでは、長野自動車道下の千曲川中州で探餌をしている１

個体が確認された。 

夏季調査時のポイントセンサスでは、千曲川右岸、篠ノ井橋下流側の川辺で探餌をしてい

る２個体が確認された。 

確認場所が千曲川堤外地であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考え

られる。 

 

d コチドリ（チドリ科） 

九州以北では夏鳥である。早いものは２月下旬頃から

姿を現すが、西日本以南の暖地では少数が越冬する。ユ

スリカ類などの小型の昆虫類をよく食べる。急速に走っ

ては急停止したり、方向を定めず左右に忙しそうに動き

回って採餌する。また、浅い水辺で片足を震わせ、水生

昆虫などを追い出して採餌することもある。 

本調査では繁殖期調査時のポイントセンサスで、しな

の鉄道と篠ノ井橋間の千曲川中州の川辺で探餌をしてい

る１個体、千曲川の長野自動車道下流の中州の砂礫地で探餌をしている１個体が確認された。 

確認場所が千曲川堤外地であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考え

られる。 

 

e ミサゴ（ミサゴ科） 

留鳥であり、寒冷地のものは冬季、暖地へ移動する。

南西諸島では冬鳥となる。普通は１羽か２羽で行動す

る。魚食性であり、水面上で低空飛行し、水中に足か

ら飛び込んで魚類をとる。海岸の岩棚などの切り立っ

た岩の上、河川の崖、山林の大木の枝上などに巣を作

って繁殖し、毎年同じ巣を利用する。 

本調査では、秋季調査時のポイントセンサスで、篠

ノ井橋下流の千曲川上空を旋回上昇する１個体及び

千曲川上空を下流から上流方向へ飛翔する１個体が確認された。また、冬季調査時のポイン

トセンサスで、篠ノ井橋東で旋回上昇後、南西へ飛翔する１個体が確認された。 

確認場所が千曲川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考えら

れる。 
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f ハチクマ（タカ科） 

夏鳥であるが、夏鳥としては遅い時季に渡来し、営

巣地付近の上空で求愛飛行をよく行う。巣はほぼ毎年

同じ物を利用し、大きい巣では直径２メートル近くに

なる。昆虫類、カエルやヘビなどの両生類、爬虫類を

よくとり、７月中旬頃からクロスズメバチなどのハチ

類をよく捕食する。雛の巣立ちは８月上旬。渡りは９

月中旬に始まり、10月中旬には終わる。 

本調査では繁殖期調査時のポイントセンサスで、西

横田地区上空で旋回中にハシブトガラスにモビング

され、南西へ飛翔する１個体が確認された。 

確認場所が西横田地区上空であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考

えられる。 

 

g オオタカ（タカ科） 

九州以北では留鳥であり、南西諸島ではまれな冬

鳥である。繁殖期以外は１羽で行動するのが普通。

営巣は毎年同じ巣を使う場合と、２～３個の巣を年

ごとにかえる場合がある。採餌は鳥類を主に、ネズ

ミやウサギなどもとる。非繁殖期にはあまり移動し

ない個体と、鳥の集まる場所を選んで移動する個体

がいる。 

本調査では、秋季調査時のラインセンサスで、千

曲川の左岸、篠ノ井塩崎地区の上空をハシブトガラスに攻撃されつつ、旋回上昇する１個体

が確認された。 

冬季調査時のラインセンサスとポイントセンサスでは、篠ノ井橋上空から北西へ飛翔する

１個体、篠ノ井橋上空から北西へ急降下した後、ドバトを捕まえ草地に降りたが、付近を通

過したバイクの音に驚き、近くの木にとまった後、旋回しながら飛び去る１個体が確認され

た。 

春季調査時のポイントセンサスでは、千曲川上流の左岸でハシボソガラスに追われ、攻撃

されつつ東へ逃げる１個体が確認された。 

夏季調査時のラインセンサスでは、千曲川右岸、篠ノ井橋上空から南東へ滑翔する１個体

が確認された。 

確認場所が主に千曲川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考

えられる。 
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h ノスリ（タカ科） 

主に本州中部以北で繁殖する留鳥だが、四国、九

州中部以南では冬鳥である。林の大木に枯れ枝を積

み重ねて巣を作り、毎年同じ巣で繁殖することが多

い。非繁殖期は農耕地などの開けた一定の採餌場に

出てきて、ネズミの活動時間に合わせて採餌行動を

する。ネズミを主に、両生類や爬虫類、鳥類、昆虫

類なども採餌する。 

本調査では、秋季調査時のポイントセンサスで、

篠ノ井橋下流、千曲川左岸上空を旋回しつつ東へ向

かう１個体、調査範囲外南西側の千曲川上流左岸の枯木にとまり、下方を見回す１個体が確

認された。 

冬季調査時のポイントセンサスでは、長野自動車道南の千曲川耕作地の木にとまり探餌を

している１個体、長野自動車道南の千曲川上空を南へ直飛する１個体、千曲衛生センター北

の川原の木にとまっている１個体、千曲衛生センター北の千曲川上空を旋回後、西へ飛翔す

る２個体が確認された。 

春季調査時のポイントセンサスでは、千曲川上流左岸の耕作地を北東へ飛翔する１個体、

篠ノ井橋上空を東へ飛翔する１個体が確認された。 

確認場所が千曲川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考えら

れる。 

 

i カワセミ（カワセミ科） 

留鳥または漂鳥である。繁殖期以外は１羽で生活し、縄張り性は強い。一定の休息場と採

餌場があり、ある程度定まった時間で活動する。木の枝や杭などから直接水中に飛び込んだ

り、水面上での停空飛行から水中に突っ込んだりして魚類や水生昆虫類をとらえる。獲物が

大きいと、木や石にたたきつけて弱らせ、骨を砕いてから飲み込む。池の岸、川岸の土壁、

土砂採取場跡や土山、山道などの垂直な土壁に横穴を掘って巣にする。 

本調査では秋季調査時のラインセンサスで、千曲川左岸の篠ノ井橋付近において水面上を

上流方向へ飛翔する個体が確認された。 

確認場所が堤外地の千曲川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないもの

と考えられる。 

 

j ヤマセミ（カワセミ科） 

留鳥または漂鳥である。１羽かつがいで生活する。採餌場へはある程度決まった時間に現

れ、直接水中に頭から突っ込んだり、空中に飛び出して停空飛行してから水中に突っ込んで

嘴で魚類をとらえる。川岸や、土砂採取場跡などの垂直に近い土の壁に、横穴を掘って巣に

する。 

本調査では、春季調査時のラインセンサスで、長野自動車道南から北へ飛翔する１個体が
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確認された。また、夏季調査時のポイントセンサスで、篠ノ井橋の下流から上流へ水面上を

鳴きながら直飛していく１個体、長野自動車道上流の千曲川右岸付近で鳴き声が２回確認さ

れた。 

確認場所が主に千曲川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考

えられる。 

 

k チョウゲンボウ（ハヤブサ科） 

留鳥または漂鳥である。繁殖期以外は１羽で行動す

る。ハヤブサ類にしてはひらひらした羽ばたきで飛び、

時々停空飛行をして、地上にいる昆虫類やネズミなど

を探す。また、小鳥の群れを襲うこともある。巣は崖

の岩棚や穴、大木の樹洞、建造物の穴などに作り、繁

殖条件の良い場所では集団繁殖する。 

本調査では、秋季調査時のポイントセンサス、ライ

ンセンサスで、軻良根古(カラネコ)神社南側の千曲川

左岸上空を北東へ直飛し、ホバリングをした後、南へ向かう１個体、調査範囲外南西側の千

曲川左岸耕作地を飛翔、ホバリングをする１個体、千曲川上空を西へ直飛し、長野自動車道

上空で旋回した後、南へ向かう１個体、千曲川上空から左岸の住宅地を通って軻良根古(カ

ラネコ)神社方向へ旋回する１個体が確認された。 

冬季調査時のポイントセンサスでは、長野自動車道北の千曲川左岸にある高圧鉄塔にとま

り、探餌をしている１個体が確認された。 

春季調査時のポイントセンサスでは、長野自動車道上空から南東へ飛翔する１個体、新幹

線鉄橋西側左岸の耕作地から東へ飛翔する１個体、千曲川左岸、しなの鉄道上を西側から北

東へ飛翔し、他のチョウゲンボウを追いかけて北北東へ向かう１個体、篠ノ井塩崎上空から

北東へ飛翔中、前者に追いかけられて北北東へ向かう１個体、新幹線鉄橋の穴に出入りした

後、北西へ向かう１個体が確認された。 

繁殖期調査のポイントセンサスでは、千曲川右岸、しなの鉄道鉄橋上から西へ向かう１個

体、新幹線鉄橋上を飛翔し、北西へ向かう１個体、新幹線鉄橋上から、旋回後北西へ向かう

１個体、新幹線鉄橋上から、旋回後北東へ向かう１個体、しなの鉄道鉄橋の下流側、千曲川

の右岸上空で旋回後、西へ向かう１個体、千曲川右岸の高圧鉄塔頂部から、北へ飛び立ち、

急降下する１個体、高圧鉄塔の北東で旋回上昇後、鉄塔にとまる１個体、高圧鉄塔の南西か

ら北東へ直飛・旋回後、新幹線鉄橋を西へ越える１個体、新幹線鉄橋の下流側を右岸側から

北へ直飛し、その後西側へ越える１個体、千曲川右岸、衛生センターの東を西へ直飛・旋回

後、降下し、東へ向かう１個体、新幹線鉄橋上から、探餌をする１個体、しなの鉄道鉄橋と

新幹線鉄橋間の千曲川上空で旋回・急降下後、旋回上昇しながら北西へ向かう１個体が確認

された。 

夏季調査時のポイントセンサスでは、千曲川右岸の新幹線鉄橋下流側を南へ直飛し、高圧

鉄塔にとまる１個体、千曲川右岸側の新幹線鉄橋上を下流から上流へ越えて西へ向かう１個

体、新幹線鉄橋上の右岸側にとまる１個体、しなの鉄道鉄橋上の右岸側から飛び立ち北へ向
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かう１個体が確認された。 

チョウゲンボウは対象事業実施区域と千曲川河川敷を比較すると、ラインセンサスの調査

結果から鳥類の多い千曲川河川敷を餌場として利用する可能性はあるが、対象事業実施区域

内は現在、使用されている耕作地で、既に人の手が入った改変された土地であり樹林地が分

布しておらず、かつ、繁殖期調査の結果から繁殖場所として利用が確認されなかったことか

ら、餌場や繁殖場所としての利用の可能性は低いと考えられることから、施設の存在・供用

による影響はないものと考えられる。 

 

l ハヤブサ（ハヤブサ科） 

留鳥または冬鳥である。１羽かつがいで生活する。

羽ばたいて直線的に飛び、時々滑翔する。非繁殖期に

は、日中は安全な場所で休息し、朝夕は活発に行動し

て主に鳥類をとる。低空を飛んでいるもの鳥や、地上

で休んでいる鳥を上空に飛び立たせて追いかけたり、

飛翔中の群れを乱して１羽を追いかけて足でつかみ

とる。 

本調査では冬季調査時のポイントセンサス、ライン

センサスで、千曲衛生センター北の千曲川上空を南西に直飛し、千曲川右岸の高圧鉄塔にと

まる１個体、長野自動車道北の千曲川左岸にある高圧鉄塔にとまっている１個体が確認され

た。また、夏季調査時のポイントセンサスで、千曲川左岸の高圧線鉄塔の上にとまる１個体

を２回確認した。 

確認場所が主に千曲川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考

えられる。 

 

m オナガ（カラス科） 

一年を通して群れで生活する留鳥である。一定の区

間内に時間を計ったように動き回り、樹上や地上を跳

ね歩いて、昆虫類の幼虫、草木の実や種子など、何で

も採餌する。１羽が鳴いて移動すると次から次へと他

の個体も移動する。朝夕は、庭先や公園などの目立つ

場所での採餌が多いが、日中は林内での行動が多い。 

本調査では、秋季調査時のラインセンサスとポイン

トセンサスで、篠ノ井橋下流右岸の川原にある低木に

とまっている４個体、篠ノ井橋下流右岸の耕作地の木、果樹とその南側にある工場の立ち木

とを行来する17個体、長野自動車道付近の千曲川左岸の木にとまっている３個体、千曲川左

岸のしなの鉄道付近の木にとまっている１個体、篠ノ井橋付近の千曲川左岸の木にとまって

いる６個体が確認され、また、衛生センター東の民家側から１個体の声が確認された。 

冬季調査時のポイントセンサスとラインセンサスでは、聖川付近の耕作地にある木にとま

る６個体、聖川上流の耕作地を南東へ飛翔する２個体、篠ノ井橋下流の耕作地から北へ飛翔
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する４個体、篠ノ井橋下流左岸の木にとまる21個体、調査範囲外南西の耕作地にある木にと

まる２個体が確認された。 

春季調査時のポイントセンサスとラインセンサスでは、聖川上流で篠ノ井塩崎付近から南

西へ飛翔する２個体、しなの鉄道下流側の中州で12個体、長野自動車道南の千曲川の左岸に

とまる２個体、新幹線鉄橋西側の川原の樹木にとまる２個体、千曲川下流右岸から北へ飛翔

する２個体、聖川上流左岸の樹木にとまる２個体が確認された。 

繁殖期調査時のポイントセンサスでは、千曲川左岸、篠ノ井橋下流の草地上空を飛翔する

１個体、新幹線鉄橋の西側耕作地上空を西へ飛翔する１個体が確認された。 

夏季調査時のポイントセンサス、ラインセンサスでは、篠ノ井橋東を北から南へ滑翔する

６個体、聖川北側の果樹園上空を東へ飛翔する２個体が確認された。 

確認場所が主に千曲川、聖川上空であることから、施設の存在・供用による影響はないも

のと考えられる。 

 

n ヒレンジャク（レンジャク科） 

常に群れで行動する。年によって渡来数に変化があり、

ほとんど渡来しない年もある。大群が１本の木にとまっ

たり、電線に並んでとまることが多く、飛ぶときには一

斉に飛び立つ。本調査では、春季調査時のラインセンサ

ス調査で12個体、ポイントセンサス調査で14個体が確認

された。 

確認場所が主に千曲川、聖川上空であることから、施

設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

o ノビタキ（ヒタキ科） 

夏鳥である。繁殖期以外は１羽で生活する。尾羽を上

下に動かしながら、草の穂先や灌木などにとまっては移

動し、昆虫類、クモ類などを採餌する。渡りの時期にも、

農耕地や川原の少し丈の高い草などにとまり、主に地上

におりて採餌する。 

本調査では、春季調査時のポイントセンサスで、篠ノ

井橋下流の川辺にある低木にとまり、川面を飛ぶ昆虫類

を採餌する１個体が確認された。 

確認場所が千曲川堤外地であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考え

られる。 
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③  注目すべき昆虫類 

注目すべき昆虫類は、表4-12-37に示すとおり３目10科16種であった。 

対象事業実施区域ではハグロトンボ、ジュウサンホシテントウの２種を確認し、調査区域

内でもハグロトンボ、ジュサンホシテントウを含め16種を確認した。 

対象事業実施区域内ではハグロトンボ、ジュサンホシテントウの２種が確認された。 

ハグロトンボやジュウサンホシテントウは主に河川敷に生息する種であるが、対象事業実

施区域が河川に隣接しているため、千曲川河川敷等からの飛翔による移動と考えられること

から、存在・供用による影響はないものと考えられる。 

以下に、注目すべき昆虫類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を示

す。 

表 4-12-37 注目すべき昆虫類リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ       N3   ○ 

    ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ   NT    N5   ○ 

  ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ       N5 ● ○ 

    ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ   NT VU   N3   ○ 

  ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾔﾏｻﾅｴ       N3   ○ 

    ﾐﾔﾏｻﾅｴ       N4   ○ 

  ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ    NT N N5   ○ 

   ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ    NT NT      ○ 

ｶﾒﾑｼ目 ﾀｲｺｳﾁ科 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ       N3   ○ 

    ﾀｲｺｳﾁ    NT NT N2   ○ 

ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾝﾐｮｳ科 ｺﾊﾝﾐｮｳ    VU    ○ 

 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｷﾍﾞﾘﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ   NT        ○ 

  ｶﾞﾑｼ科 ｺｶﾞﾑｼ   DD       ○ 

  ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｳｴﾀﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ    NT LP N3   ○ 

    ｺｶﾌﾞﾄﾑｼ    VU NT N2   ○ 

 ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ    VU   ● ○ 

3 目 10 科 16 種 0 種 0 種 4種 8種 5種 11種 2 種 16種

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区

域外で確認した種を示す。 

 

a アジアイトトンボ（イトトンボ科） 

我が国に定着しているアオモンイトトンボ属の種類のなかではもっとも小さく、腹長20～

25mm、後翅長12～19mmである。主に平地や丘陵地の挺水植物が繁茂した池沼や湿地、水田、

溝川などに生息し、本州ではもっとも普通にみられるイトトンボの１種である。 

本調査では、秋季調査時に聖川上流左岸で成虫１個体が確認された。 

確認場所は聖川堤外地の水路である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみで

あり、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質

である。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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b モートンイトトンボ（イトトンボ科） 

主に平地及び丘陵地の湿地の背丈の低い草が繁茂した浅い滞水や水田などに生息してい

る。ときにはかなり標高の高い湿原にもみられ、2,300mの高地でも記録されている。 

本調査では、秋季調査時に聖川上流で成虫１個体が確認された。 

夏季調査時には、聖川で１個体の成虫が確認された。 

確認場所は聖川堤外地の水路である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみで

あり、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質

である。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

c ハグロトンボ（カワトンボ科） 

主に平地や丘陵地の水生植物が繁茂するゆるやかな流れに生息するが、高所の記録もある。

全国的にかなり普遍的に生息しているが、青森県や九州南部では産地が少ない。幼虫は概ね

水生植物の茂みの中に潜るように植物体にしがみついて生活している。 

本調査では、秋季調査時に聖川上流左岸で成虫１個体が確認された。また、水生生物調査

地点St.１で幼虫５個体が確認された。 

冬季調査時には、水生生物調査地点St.１で幼虫が２個体確認された。 

春季調査時には、水生生物調査地点St.３で２個体、軻良根古(カラネコ)神社前の聖川で

18個体の幼虫が確認された。 

夏季調査時には、聖川で10個体の成虫、また、対象事業実施区域内で１個体の成虫が確認

された。 

幼虫の確認地点は主に千曲川及び聖川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排

水のみであり、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同

等な水質である。 

対象事業実施区域内で成虫の１個体が確認されたが、周辺の千曲川及び聖川で確認されて

いる幼虫が成虫となり、対象事業実施区域内で確認されたと考えられる。ハグロトンボの生

息環境は河川であることから、施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

d アオハダトンボ（カワトンボ科） 

一見同属のハグロトンボに似ている。主に平地や丘陵地の水生植物が繁茂する清流に生息

し、しばしばハグロトンボと混生している。しかし産地はかなり限られていてハグロトンボ

がすむ小川に必ずしも生息しているわけではない。 

本調査では、夏季調査時に聖川で２個体の成虫が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水排

水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上

より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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e ヤマサナエ（サナエトンボ科） 

主に平地や丘陵地、低山地の河川に普通で、時には河川上流域でもみつかることがある。

幼虫はゆるやかな流れの砂泥底にすみ、泥の中にもぐって生活している。 

本調査では、秋季調査時に水生生物調査地点St.１で幼虫１個体が確認された。 

確認場所は千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、

雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。

以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

f ミヤマサナエ（サナエトンボ科） 

国内では本州、四国、九州に分布しているが、産地は比較的局所的で特に東北地方北部と

九州ではその傾向が強い。 

本調査では、夏季調査時に聖川で２個体の成虫が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水排

水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上

より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

g ギンヤンマ（ヤンマ科） 

主に平地や丘陵地、低山地のやや大きい開放的な挺水植物

の繁茂する池沼や水郷の溝などに生息する。時に水田や灌漑

用の水路にもすみ、しばしば公園の池や社寺の境内池でもみ

かける。 

本調査では、秋季調査時に聖川上流左岸で産卵中の成虫２

個体が確認された。また、春季調査時に軻良根古(カラネコ)

神社前の聖川で２個体の幼虫が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水排

水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上

より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

h ミルンヤンマ（ヤンマ科） 

主に山間の森林に囲まれたやや陰湿な渓流に生息する。幼虫は植物性沈積物がある淵やよ

どみの物陰に潜んで生活している。 

本調査では、春季調査時に軻良根古(カラネコ)神社前の聖川で１個体の幼虫が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水排

水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上

より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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i ミズカマキリ（タイコウチ科） 

流れのない用水路や水草の多い沼地、水田際の池の中などで生息し、長い歩行肢で水草の

中をゆっくりと歩き回る。 

本調査では、秋季調査時に軻良根古(カラネコ)神社南側の聖川で１個体が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水排

水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上

より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

j タイコウチ（タイコウチ科） 

浅い池沼や水田脇の小さな水路、水田等の泥の多いところ

に生息する。肉食性で、小魚やオタマジャクシなどを捕食す

る。 

本調査では、春季調査時に水生生物調査地点St.１で１個

体が確認された。 

確認場所は千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水路

への排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞留し

たのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・供

用による影響はないものと考えられる。 

 

k コハンミョウ（ハンミョウ科） 

体長11～13mmで平地の砂地に普通な種である。本州、四国、九州、琉球に分布する。 

本調査では、夏季調査時に対象事業実施区域外の道路上で１個体が確認された。 

確認場所は対象事業実施区域外の道路上である。 

以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

l キベリマメゲンゴロウ（ゲンゴロウ科） 

体下面は赤褐色で、上翅側片は後方まで幅広い。後胸板の

翼片部は狭く上翅側片に達しない。清流で得られるが少ない。 

本調査では、秋季調査時に水生生物調査地点St.１で１個体

が確認された。また、春季調査時に水生生物調査地点St.３で

１個体が確認された。 

確認場所は千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水路

への排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞留し

たのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・供

用による影響はないものと考えられる。 
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m コガムシ（ガムシ科） 

小あごひげと肢は赤褐色。後胸の棘突起は先端が尖るがやや鈍る。 

本調査では、夏季調査時のライトトラップ調査地点St.１で１個体が確認された。 

確認場所が堤外地のライトトラップ調査地点であり、施設の存在・供用による影響はない

ものと考えられる。 

 

n ウエダエンマコガネ（コガネムシ科） 

丘陵帯以上の比較的標高の高いところに生息する。河川敷のヨシ原等で生活し、獣のふん

に集まる。４月上旬頃から成虫が出現し、秋遅くまで活動、成虫で越冬する。 

本調査では、秋季調査時のベイトトラップ調査地点St.７で２個体が確認された。 

また、夏季調査時にベイトトラップ調査地点St.４で１個体、St.７で２個体が確認された。 

確認場所が堤外地のベイトトラップ調査地点であり、施設の存在・供用による影響はない

ものと考えられる。 

 

o コカブトムシ（コガネムシ科） 

雌雄とも頭頂を微毛に覆われた短角がある。胸部の上、中央が浅く縦にへこんでいる。成

虫は４～10月に発生する。朽木の中でその木をかじって生活しているが、他の昆虫の幼虫を

好んで食べる肉食性もある。 

本調査では、夏季調査時に軻良根古(カラネコ)神社で１個体が確認された。 

確認場所が軻良根古(カラネコ)神社であり、施設の存在・供用による影響はないものと考

えられる。 

 

p ジュウサンホシテントウ（テントウムシ科） 

上翅は橙色地に13個の黒紋があるが、しばしば一部が消失する。北海道、本州、四国、九

州に分布し、生息環境は湿原である。 

本調査では、夏季調査時に千曲川左岸の草地で１個体、対象事業実施区域内の北側で１個

体が確認された。 

対象事業実施区域内で確認されているが、対象事業実施区域内は現在、使用されている耕

作地で、既に人の手が入った改変された土地である。 

ジュウサンホシテントウは主に河川敷に生息する種であるが、対象事業実施区域が河川に

隣接しているため、千曲川河川敷等からの飛翔による移動と考えられる。 

以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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④  注目すべき両生類 

注目すべき両生類は、表4-12-38に示すとおり１目３科５種であった。 

対象事業実施区域内では確認さていない。 

以下に、注目すべき両生類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を示

す。 

 

表 4-12-38 注目すべき両生類リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

カエル目 ヒキガエル科 アズマヒキガエル      N5 ○ 

 アカガエル科 トウキョウダルマガエル   NT    ○ 

  ツチガエル    VU VU N2 ○ 

 アオガエル科 シュレーゲルアオガエル      N1 ○ 

  カジカガエル     CR+EN N3 ○ 

１目 3 科 5 種 0 種 0 種 1 種 1 種 2 種 4 種 5 種 

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

a アズマヒキガエル（ヒキガエル科） 

生息場所は広く、海岸から高山まで広範囲に及び、

都市部の公園や人家の庭などにもすみついている。体

型は大型のずんぐり型で、短く太い四肢、大きな頭を

もつ。 

本調査では、春季調査時に聖川上流水門付近で１個

体が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路へ

の排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞

留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存

在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

b トウキョウダルマガエル（アカガエル科） 

池や湿地、沼、河川等にもいるが、水田の周辺に多く生息している。中型でトノサマガエ

ルに似るが、四肢がやや短い。背面は平滑で、明確な背側線と背中線がある。背面の黒色の

斑紋は孤立している場合が多く、模様の形状は粗密さまざまである。 

本調査では、秋季調査時に聖川上流左岸で２個体が確認された。また、夏季調査時に篠ノ

井橋下流の千曲川左岸で１個体、千曲川右岸長野自動車道下で１個体が確認された。 

確認場所は千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、

雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。

以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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c ツチガエル（アカガエル科） 

海水がかかる水溜り、水田や湿地、河川、山間部の渓流

などの水辺周辺に生息している。体色は暗灰色からから灰

褐色で、背面に多数のいぼ状の短い隆状突起をもつ。 

本調査では、夏季調査時に千曲川右岸付近の川原で成体

１個体が確認された。 

確認場所は千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水

路への排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞

留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存

在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

d シュレーゲルアオガエル（アオガエル科） 

水田、丘陵部から高山部まで生息している。暗褐色から

鮮やかな緑色をし、背面は平滑で、黄色い斑紋が出る個体

もいる。 

本調査では、春季調査時に軻良根古(カラネコ)神社付近

の聖川で２個体の鳴き声、聖川上流水門付近で４～６個体

の鳴き声と１個体が確認された。 

確認場所は聖川である。また、施設稼働時の水路への排

水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨

水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

e カジカガエル（アオガエル科） 

平野部から山地にかけての河川や渓流周辺に生息している。アオガエル科に属しているが

体色は茶褐色から灰白色で、緑色になることはない。背面はややざらざらしており、顆粒状

突起が散在する。 

本調査では、夏季調査時に千曲川右岸付近の川原で１個体の鳴き声が確認された。 

確認場所は千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、

雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。

以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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⑤  注目すべき爬虫類 

注目すべき爬虫類は、表4-12-39に示すとおり１目２科２種であった。 

対象事業実施区域内では確認さていない。 

以下に、注目すべき爬虫類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を示

す。 

表 4-12-39 注目すべき爬虫類リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

カメ目 イシガメ科 クサガメ      N1 ○ 

 スッポン科 ニホンスッポン   DD    ○ 

1 目 2 科 2 種 0 種 0種 1種 0種 0種 1種 2 種 

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

a クサガメ(イシガメ科) 

生息域は主に平地の河川や池沼で、それに続く水田

や水路等にもみられる。かつては神社などの池で人為

的に放され、最も多くみられたカメの１つであった。

体色は茶褐色で、頭部と側頭部には黒い縁取りのある

黄色い断続的なストライプや斑紋がある。老齢な雄個

体はすべての斑紋が消失し、全身が真っ黒になる。 

本調査では、秋季調査時にカメトラップ設置地点St.

２で１個体が確認された。 

春季調査時には、聖川上流で１個体が確認された。 

夏季調査時には、篠ノ井橋下流側の千曲川左岸で1個体が確認された。 

確認場所は聖川及び千曲川堤外地である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水の

みであり、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な

水質である。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

b ニホンスッポン（スッポン科） 

背甲は非常に平たく柔らかな皮膚に覆われ、鱗板を

もたない。また、背甲は円に近い楕円形である。 

本調査では、夏季調査時に軻良根古(カラネコ)神社

付近の聖川で１個体、新幹線鉄橋及びしなの鉄道鉄橋

間の中州で１個体が確認された。 

確認場所は聖川及び千曲川堤外地である。また、施

設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水

排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺か

らの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考え

られる。 
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⑥  注目すべき魚類 

注目すべき魚類は、表4-12-40に示すとおり２目３科４種であった。 

対象事業実施区域内では確認さていない。 

以下に、注目すべき魚類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を示す。 

 

表 4-12-40 注目すべき魚類リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

コイ目 コイ科 アブラハヤ      N1 ○ 

  タモロコ      N5 ○ 

 ドジョウ科 ドジョウ   DD    ○ 

ナマズ目 アカザ科 アカザ   VU NT VU N5 ○ 

2 目 3 科 4 種 0 種 0種 2種 1種 1種 3種 4 種 

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

a アブラハヤ（コイ科） 

体形はスマートで尾柄が細く長い。眼はやや大きく、

鱗は小さい。側線は完全。背中線と体側中央に黒色の縦

条が走り、背中線上のものは頭部後方から尾びれまで連

続する。 

本調査では、秋季調査時に水生生物調査地点St.１の

任意調査で４個体が確認された。 

確認場所は千曲川である。また、施設稼働時の水路へ

の排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞留

したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・

供用による影響はないものと考えられる。 

 

b タモロコ（コイ科） 

体形はずんぐりとしており、頭部は丸い。口ひげは瞳

孔径より長い。体側中央には１本の明瞭な暗色の縦条が

あり、その下方にも２～３本の縦条が入る。 

本調査では、秋季調査時に水生生物調査地点St.２の任

意調査で15個体が確認された。また、冬季調査時に水生

生物調査地点St.２の任意調査で７個体が確認された。 

確認場所は千曲川である。また、施設稼働時の水路へ

の排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞留

したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・

供用による影響はないものと考えられる。 



4-12-69 

 

c ドジョウ（ドジョウ科） 

口ひげは５対10本ある。体色は全身暗灰色から褐色。

雌のほうが大型になる。雄の胸鰭は伸び、骨質板がある。

産卵期には、雄の背びれ下部にこぶ上突起が現れる。 

本調査では、秋季調査時に水生生物調査地点St.１の

トラップ調査で１個体が確認された。 

冬季調査時には、水生生物調査地点St.１で１個体が

確認された。 

春季調査時には、水生生物調査地点St.１のトラップ

調査で４個体が確認された。 

確認場所は千曲川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水

排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以

上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

d アカザ（アカザ科） 

体色は赤褐色みを帯びる。体形はやや縦扁し、脂び

れの基底は長い。尾びれの後縁は丸い。 

本調査では、春季調査時に水生生物調査地点St.３の

任意調査で１個体が確認された。 

確認場所は千曲川である。また、施設稼働時の水路

への排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で

滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と

同等な水質である。以上より施設の存在・供用による

影響はないものと考えられる。 

 

⑦  注目すべき陸産貝類 

注目すべき陸産貝類は、表4-12-41に示すとおり１目１科１種であった。 

以下に、注目すべき陸産貝類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を

示す。 

 

表 4-12-41 注目すべき陸産貝類一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

マイマイ目 キセルガイ科 ナミギセル      N2 ● ○

1目 1 科 1 種 0 種 0種 0種 0種 1種 1種 1 種 1 種

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢●｣は対象事業実施区域内で確認した種を示し、｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実

施区域外で確認した種を示す。 
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a ナミギセル（キセルガイ科） 

陸生の巻貝であり、殻の色は淡黄色だが変化に富んでいる。長さは25～27mm位である。 

本調査では、秋季調査時に対象事業実施区域内で２個体が確認された。また、夏季調査時

に対象事業実施区域内の草地から４個体、また、対象事業実施区域外の水門付近の草地から

１個体、軻良根古(カラネコ)神社の枯葉中から１個体など、計８個体が確認された。 

確認場所は対象事業実施区域内及びその周辺である。対象事業実施区域内に生息する個体

については工事による影響の環境保全措置（表4-12-32、P4-12-46）を実施することで、注

目すべき種の存在への影響は少ない。 

 
⑧  注目すべき底生動物 

注目すべき底生動物は、表4-12-42に示すとおり２目２科３種であった。 

対象事業実施区域内では確認さていない。 

以下に、注目すべき魚類の一般的な生態及び現地調査の確認状況ならび影響の有無を示す。 

表 4-12-42 注目すべき底生動物リスト 

目名 科名 種名 
選定基準 

確認位置 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

盤足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ      N3 ○ 

  ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ      N1 ○ 

基眼目 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ   NT NT NT N3 ○ 

2 目 2 科 3 種 0 種 0種 1種 1種 1種 3種 3 種 

備考）1.選定基準：表 4-12-2（P4-12-5 参照） 

2.確認位置の｢○｣は調査範囲内でかつ対象事業実施区域外で確認した種を示す。 

 

a カワニナ（カワニナ科） 

体長30mm前後になる淡水産の巻貝。殻の色は黄褐色また

は暗褐色だが、生息地によって色が微妙に変化している。

ゲンジボタルの餌になる貝として有名である。 

本調査では、水生生物調査地点St.２で、秋季調査時に５

個体、冬季調査時に２個体、春季調査時に１個体、夏季調

査時に３個体が確認された。 

確認場所は千曲川である。また、施設稼働時の水路への

排水は雨水排水のみであり、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの

雨水排水と同等な水質である。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられ

る。 

 

b チリメンカワニナ（カワニナ科） 

カワニナに比べると全体がやや細身であり、明瞭な縦脈が観察できる。 

本調査では、秋季調査時に水生生物調査地点St.２で２個体が確認された。また、冬季調

査時に水生生物調査地点St.２で３個体が確認された。 

確認場所は千曲川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであり、雨水

排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質である。以

上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 
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c モノアラガイ（モノアラガイ科） 

殻径は約10～15mmになる。殻が薄く、殻口の周縁は肥厚していない。また、殻口に蓋がつ

かない。水生の貝でありながら鰓はなく、呼吸は外套膜を通して直接空気呼吸をする。 

本調査では、春季調査に軻良根古(カラネコ)神社付近の聖川で１個体が確認され、また、

夏季調査時に水生生物調査地点St.２で１個体が確認された。 

確認場所は聖川及び千曲川である。また、施設稼働時の水路への排水は雨水排水のみであ

り、雨水排水は調整池で滞留したのち放流されるため、周辺からの雨水排水と同等な水質で

ある。以上より施設の存在・供用による影響はないものと考えられる。 

 

６) 環境保全措置の内容と経緯 

「4-1 大気質」（P4-1-135参照）、「4-2 騒音」（P4-2-54参照）、「4-3 振動」（P4-3-30

参照）及び「4-11 植物」（P4-11-51参照）の存在・供用による影響に示した環境保全措置を

実施する。 

 

７) 評価方法 

評価の方法は、調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置を踏まえ、動物への影響

ができる限り緩和されているかどうかを検討した。 

また、予測結果が表4-12-43に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかどうかを検

討した。 

 

  表 4-12-43 環境保全に関する目標(存在・供用による影響(焼却施設の稼働)) 

項目 環境保全に関する目標 

動物 
・対象事業実施区域の周囲に生息する動物に影響を及ぼさないこと 

・希少な動物の生息環境を悪化させる行為はしない 

 

８) 評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

「4-1 大気質」（P4-1-135参照）、「4-2 騒音」（P4-2-54参照）、「4-3 振動」（P4-3-30

参照）及び「4-11 植物」（P4-11-51参照）で示したとおり、事業の実施にあたっては環境

保全措置を講じる。環境保全措置の実施により施設の稼働に伴う大気質、騒音、振動の影響

は、動物の生息環境を著しく悪化させるものではないと予測した。 

また、雨水排水においては、沈砂池を設置するため影響は小さいと予測した。 

以上のことから、環境への影響の緩和に適合するものと評価する。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

焼却施設の稼働による影響は、生態系及び生物多様性に及ぼす影響はほとんどなく、また

注目すべき動物の生息環境に影響を及ぼさない。 

以上のことから、環境保全に関する目標との整合性は図られているものと評価する。 


